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9月5日(日)、海野町の旧ほていや跡地で、ブラジル

田舎祭り (Arraialde UEDA)が開催されました。

これは、お祭りイベン卜を通して異文化交流を図ろ

うと、市内在住のブラジル人の皆さんが主体となり、

地元海野町商庖街やボランティアの協力を得て開催さ

れたもの。パステル(小型の揚げパイ)、シュラスコ

(牛肉のくし刺し)といったブラジル料理を味わった

り、クワドリリア、ロディオダンスなどのフォークダ

ンスを楽しんだりと、ブラジル文化に触れる良い機会

となりました。

〈外国人登録者数〉

総数(46か国 2，942人

4 

c 
-上田市役所(阻⑫4100)
間(困@4100)
・市政提言電話(固@2539)
・市政提言FAX(国@5111)
0 ・市長への電子メール
mayor@city.ueda.nagano.jp 

:t ・インターネット上田市のホームページ
URL http://www.citv.ueda.nagano.jp/ 

(9月1日現在)1，522人うちブラジル人
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ある日のAさんとBさんの会話から…

Aさん:最近、女性もずいぶんいろいろなところで

働いているよね。

Bさん:そうそう。そういえば昨日大型のトラック

を運転している若い女性を見たよ。

Aさん:タクシーの運転手も増えているみたいよ。

Bさん:時代も変わったって感じがするね。

Aさん:そういえば、新聞の一面に『男女共同参画

社会基本法が成立』なんて載っていたの見

た?

Bさん:ん一、見たような見ないような。だけど、

『男女共同参画社会』つてなに?私の生活

がなにか大きく変わるのかなあ?

Aさん:私にいわれでも…。よくわからないよね…。

皆さん、『男女共同参画社会』っていったいどう

いう社会なのでしょうか?

『男女共同参画社会基本法』つてなんなのでしょ

うか?

初っとじま布行?

I
Q
&
A
 

画
一
1
一
今
年
の

2
月
に
法
案
が
国
会

一
A
一
に
提
出
さ
れ
、
6
月
日
日
に
可

決
、
成
立
し
、
お
日
に
公
布
、
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
で
き
た
の
?

一
2
一
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
つ

一
Q
一
て
ど
う
い
う
社
会
?

一
2
一
近
年
、
女
性
の
社
会
進
出
が

一
A
一大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
す
が
、
依
然
と
し
て

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
と
子
育
て
」

と
い
う
役
割
分
担
意
識
が
根
強
く
残
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

し
か
し
、
少
子
・
高
齢
化
社
会
に

向
か
い
つ
つ
あ
る
こ
れ
か
ら
の
時
代

に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
家
庭
や
職
場
、

政
治
で
も
女
性
と
男
性
が
と
も
に
対

等
な
パ

ー
ト
ナ
ー
と
し
て
責
任
と
利

益
を
分
か
ち
合
い
、
い
き
い
き
と
充

実
し
た
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

社
会
『
男
女
共
同
参
画
社
会
』
な
の

で
す
。男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
で
も

「
男
女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員

と
し
て
、
自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社

会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
活
動

に
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
、
も
っ

て
男
女
が
均
等
に
政
治
的
、
経
済
的
、

社
会
的
及
び
文
化
的
利
益
を
享
受
す

[2] 

る
こ
と
が
で
き
、
か
っ
、
共
に
責
任

を
担
う
べ
き
社
会
」
と
し
て
い
ま
す
。

※
「
参
画
」
:
・
家
庭
や
地
域
、
職
場

な
ど
に
参
加
す
る
だ
け
で
な
く
、

意
思
決
定
、
方
針
決
定
に
か
か

わ
る
こ
と
。
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一
3
一
『
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

一
Q
蛮
』
っ
て
ど
う
し
て
で
き
た
の
?

U
E
少
子
・
高
齢
化
社
会
へ
の
急

「
A
一
速
な
進
展
、
経
済
活
動
の
国
際

化
、
家
族
形
態
の
多
様
化
な
ど
に
よ

り
、
男
女
を
問
わ
ず
個
人
が
そ
の
能

力
と
個
性
が
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
発
揮
で

き
る
社
会
の
実
現
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
課
題
を
解
決
す
る
に
は
、

性
別
に
よ
る
差
別
の
撤
廃
、
男
女
共

同
参
画
社
会
を
積
極
的
に
促
進
す
る

施
策
、
社
会
制
度
・
慣
行
の
男
女
共

同
参
画
社
会
の
視
点
か
ら
の
見
直
し

を
家
庭
・
職
場
・
地
域
・
学
校
な
ど

多
く
の
領
域
で
取
り
組
む
こ
と
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
推

進
し
て
い
く
た
め
に
基
本
法
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

一
4
一
『
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本

ピ
刈
」法
』
の
具
体
的
な
中
身
を
知
り

た
い
!

一
4
一
基
本
法
は

5
つ
の
基
本
理
念

一
A
一
が
あ
り
ま
す
。



.教育lu-- f母ち
中・高等学校の家庭科が男女ともに必修になってから丸5年

が経過したが、予想以上に大きな影響を生徒に与えていると思

います。

洋裁を学んで男性も案外器用なことがわかったり、食生活、

環境学習、子育て、働き方、性の問題など男女がいっしょに考

え合う学習をして、人間教育にとっていちばん大切なこと、人

聞が生きていくうえで男女がともに協力、助け合うことを学ぶ

ことができているのではないでしょうか。

.夫婦に・
男性主導の習慣が根強く、女性の自己主張の場も容易に得ら

れない家庭環境の中で、夫婦間の役割分担協力体制づくりに取

り組めば男性の強い抵抗にあうかもしれなliO しかし、家庭の

仕事は夫婦にとっても大切なものです。家事、育児、介護は夫

婦問で、同等の責任を持つべきという双方の意識改革こそが必要

ではないでしょうか。

.家庭に・・・

(市民の声から…)

企画課(固⑧5112)

.男性のための育児教室ヘ
bとき 10月30日(土)午前10時~正午 cr女と男
のふれあいフ工スティ)¥)lノ 99.]の中で開催)

bところ 市民プラザ・ゅう じ〉テーマ 「いっ
しょに遊ぼうお父さんJ !>対象未就園児 C3 
歳児)とそのお父さん b申し込み お父さんの
住所・氏名、お子さんの氏名・生年月日を、 10月
8日(金)までに企画課女性政策担当へお知らせくだ

さい。 じ>定員 20組(応募多数の場合抽選) !> 
参加料無料

.甘粧いきいき講座(基礎講座)
~踊しい自分の発見の定めIZ-
じ〉受講料無料マ定員 20名(応募多数の場

合抽選) じ〉申し込み 10月5日(火)C必着)まで
に企画課女性政策担当へ

・女性いきいき講座日程表

2人の子どもが小さいころは、父母といっしょに農作業を手

伝い、自我のない生活を送っていました。私さえ我慢して丸く

治まるのならなるべく波風を立てないようにと思つての生活で

した。 1年にほんの数回買い物に出たり、実家に行くぐらいが

せめてもの外出でした。

私はそのころのことを井戸の中から外を見ていたようなもの

と人に話した記憶があります。

日時 会場 内容 講師

オリ工ンテション

10月26日(火) 「女性プランをもっと知 女性政策主

1 午後1時30分
市民プラザ・

体ろう験」談「自分らしく生き 幹地域女性コ
~4 時 ゅう

るJ~私の女性1 問ァ題ィ~ ミュ二ケーター
はじめまして/

11月後5 日闘 市民プラザ・
み講てグ「「ルjよ義健女ーい康(性・仮社プっ実が題討会控く考)議とりえはにる」司住、

地域女性コ

2 午~4 時1時30分 ミュニケーター
ゅう

交渉中

11 後月時11 日(木) 市民プラザ・
講進力義めア方ッ「プ~上の参手た画なめ会へにの議~実の」

女究性家問題研
3 午 1時~ -中村
4 

ゅう
竜子さん

11月後目リ16日(火) 埼玉県.ll嵐山 講す役義割「婦とこ人れ教か育ら会J館(の恒果題た) 育大国会野立館躍婦館さ人長ん教・4 午午 140 時時~ 教町育国会婦館人
施設見学

11月27日出
市民プラザ・

講本「男法義女へ(共の公道同開の参講り画座」) 基 上画宮島田出市満量里男量女子絵共さん同長参・5 午後時1時30分 ゅう
~4 

12 後月 1 日(水) 市民ブラザー.
講視ちの義点暮、で「らジ考し!エえ」ンる(タ仮私ー題のた) 

長美2師'Ih野・大古学田講睦

6 午~4 時1時30分 さん
ゅう トーク&トーク

域女性コ
~私たちの提言~
さよならパーティー

ミュ二ケーター

-
基
本
理
念

マ
男
女
が
性
別
に
よ
る
差
別
的
取
り

扱
い
を
受
け
な
い
こ
と
等
男
女
の

人
権
の
尊
重

マ
社
会
に
お
け
る
制
度
ま
た
は
慣
行

に
つ
い
て
の
配
慮

マ
政
策
等
の
立
案
お
よ
び
決
定
へ
の

共
同
参
画

マ
家
庭
生
活
に
お
け
る
活
動
と
ほ
か

の
活
動
と
の
両
立

マ
国
際
的
協
調

ほ
か
に
、
国
・
都
道
府
県
・
国
民

の
責
務
、
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画

の
策
定
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま

す。

•••••••••••••••
•••
•••••••••••

••••••••••••••
••••••••• 

年 国連 国 上田市

昭22年和 行日本(男国定女)憲平法等施規

50年 国(際メキ婦国シ人際コ年婦シ世人テ界年ィ会議) 

昭和51年~60年国連婦人の10年

52年 「園内行動計画J策定

54年 「女子差別撤鹿条約J採択

55年 中国コ間ペ際年婦ン世人ハ界の会ゲ10議年ン」) 

59年 社会課高齢者婦人保設置

60年 ナナ国イイ連ロロ婦ビビ人世将の界来10会戦年議略」」廃「女条子約」差批別准撤

62年 「向行西け動暦て計2の画00新」0策年国定内に

平3年成 行「動第計一定画次」女性策

第北4議京回(世宣北言界京女J)、性採会 福政祉策へ部推移局進動部か局ら7年
「 択

8年 画「男2ン00女」0年策共定同プ参ラ プ「ラうえだ」女性策
ン戸え11 

11年 画「社男会女成基立共本同法参」

法
律
が
で
き
た
こ
と
で
、
す
ぐ
に

大
き
な
変
化
を
と
げ
る
と
い
う
こ
と

は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
依
然
と
し
て

性
別
役
割
分
担
の
意
識
は
根
強
く
残
っ

て
い
る
し
、
ま
た
基
本
法
そ
の
も
の

が
で
き
た
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
い

る
で
し
ょ
う
か
ら
:
・
。

し
か
し
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

形
成
を
幻
世
紀
の
国
の
最
重
要
課
題

と
位
置
づ
け
た
こ
の
法
律
の
意
義
は

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

-男女共同参画社会への取り組み

上
田
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
め
ざ
す
「
う
え
だ
女
性

プ
ラ
ン

E
」
の
さ
ら
な
る
推
進
を
は

か
り
ま
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
家
庭
、
職
場
、
地

域
と
い
っ
た
身
近
な
と
こ
ろ
で
『
女

と
男
(
ひ
と
と
ひ
と
)
が
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
』
を
実
現
す

る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
話
し
合

う
機
会
を
つ
く
っ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

11. 9.16 [3 ] 
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お窟0¥31宝展

10/3 (日)
日)

期間中/松尾町、海野町、中央一番街、原町

中央商庖街のお庖の歴史を語るお宝を一挙公開!(約90庖)

お宝を展示しているお庖を回ってスタンプを集めようo 30か所

回った人にオリジナルピンバッジをプレゼント(限定300個)/

-イベント一覧〈詳しくは新聞折り込みチラシで!) 
-・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
「開運!なんでも鑑定団」出張鑑定/3日旧)午後 l時----(正 : 匠の技の館/9日出----11日目)/商工会議所・海野町会館・進

-午開場)/市民体育館/入場無料。先着順。人気番組の公 : 和ビル・日本堂跡・松尾町アートギャラリー・柳屋建設ショー

開録画。体育館前は駐車できません。観光駐車場をご利用 : ルーム/上田の手工芸、実演と展示 (石の彫刻、陶芸、染

ください。上田駅温泉口よりシャトルパス(無料。発車時 : 織、人形、農民美術、木のおもちゃ、わら細工、生け花、

刻は 10:30、11:00、11:30、12:00、12:30)がでますO : 蘇民将来符)

g・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・ ・・・
: 名車・旧車博覧会/3日(日)/ほていや跡地/オープンカーな ・

:フリーマーケット/17日(日)/原町・上田パーキング/毎月開
どによる市内ノfレードの後、展示会場にフエラーリ、

催のフ リーマーケ ットを 「まち博」 として特別開催。 : 
タスセブン、 2000GTなどあの名車・旧車が勢ぞろL10 : 

•.................................... 
! 骨量まつり/10日(日)----11日伺)/ほていや跡地/全国から約301 フィナーレイベント/げ日(日)/ほていや跡地/ fまち博」の 1 
- 庖の骨董庖が集結します。 j 最後を飾るイベン ト。ライブなど。出演予定はH20ほかo j 
................................................................................... 

・特別展一覧
..................................................................................................~.~................... 

どこ

: 郷土に伝わる名万展/期間中/池波正太郎真田太平記館(固 : 紙の宝石・蔵書票展『山本鼎の書票は何処に~ /期間中/テ : 
: ⑫7100) /前半(3日旧)----10日旧)) 幕末時代の名万。 : ラスくるみの木(固⑮0826)/全国の版画家作品と地元作 : 

; 後半(11日(月)----17日(日)) ・山浦一門の名万 i 家作品を展示します。 i 
?・・・・・・・・........~~~.-...~~...~.~..~..................~~...I・..................................................・・・・・・・:

5 日本の染織人間国宝&巨匠作品展/期間中/ゆたかや(固⑫: 映画のロケ地としての柳町・写真展/期間中/ f森文」ほか
: m)  : /映画のロケ地としてよく使われる柳町。映画の中の柳町 : 

g・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・: を紹介します。 /安原 (固⑫7537)
: 世界巨匠版画展/期間中/ゲン・アートギャラリー [秋和] ー............................................................ 
固⑫9削 /ピカソ、ダリ~コンテンポラリーアート ;酒蔵見学会/期間中/岡崎酒造[柳町](国⑫O則 。要予約 ; •................. ・...........................................................

j 農民美術の木地いろいろ展/期間中/アライ工芸・農民美術 : 著名人の色紙展/期間中/喫茶木の実(固⑫3245) 1 
. の家(困⑫2961) )..........................................................: ...........................................................・1 甲信越錦絵展/期間中/うさぎや中央庖(固⑫1342) : 松尾町 『まちの歴史写真展~ /3日(日)----6日(水:)/金尾町ア
i……・・・・・・・・・・…・・・・・・・・…・・…・・・・・・・・・・・…---------j トギャラリー/松尾町商庖会による昭和初期の街の懐かし i 
. 上田城跡公園石碑拓本展/期間中/上田商工会議所(固⑫: い写真展/松尾カメラ (固⑫2029)

; 4500) /実演もあります。 i-------…・・・・・・・・・…・・……・・…・・・・・・・・・・・・……-----i
t・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・:花の絵手紙

[4] 

(写真提供…テレビ東京)
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市
主
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関
連

・
真
田
幸
村
展

・
:
日
月
3
日
目

1
1
月
7
日
制
。
市
立
博
物
館
に
て
0

・
図
書
館
貴
重
資
料
紹
介
展
『
上
回
に
み
る
元
禄
時
代
』

・
:
日
月
日
日
制

1
同
口
日
目
。
市
立
図
書
館
に
て
。

-
主
催
上
田
商
業
幻
世
紀
会
ほ
か

-
共
催
上
田
市
、
上
田
商
工
会
議
所

-
問
い
合
わ
せ
商
工
課
(
固
⑫
5
3
9
6
)

上
田
商
工
会
議
所
(
固
⑫
4
5
0
0
)

式典後、池波正太郎真田太

平記館前をパレードが出発。

オープン力一、名車・旧車に

よる市内パレード。あの名車、

懐かしい車が勢ぞろい。中央

通りに集まろう!

今ィ少-"イペνト
17日(日)午前10時~
まち博の最終日を飾るイベ

ン卜をほていや跡地で開催し

ます。バンドによる演奏、出

庖など楽しいイベントを用意

しています。出演予定H20ほ

か

オ圏、t.::J勺‘
3日(8)午前10時ごろ

νφ《
glJC7盤国国通2・
第3回上田市介護保険事業計画審議会
各市町村は、介護保険制度を円滑に運営していくため、介護保険事業計画を策

定することとされています。この計画は、平成12年度から16年度までの 5年間を

一期とする計画で、 3年ごとに見直しをすることとされており、計画期間におけ

る要援護者数の推計や各年度ごとのサービス量の見込み、サービスの確保のため

の方策等を定めるものです。

当市でも、学識経験者、医療・福祉関係者および市民公募委員等幅広く市民の

かたがたのご協力を得て、上田市介護保険事業計画審議会を設置し、審議してい

ただいています。

今回は 8月3日に開催された第3回審議会の主な内容についてお知らせします0

・上田市介護保険事業計画(素案)

事業計画のうち、次の内容について審議していただきました。

じ〉計画策定の趣旨 計画策定の背景や趣旨、計画の基本理念等 b計画の策定
体制 計画策定に当たっての当市の基本的な考え方、被保険者の意見反映の方策

等 じ〉高齢者実態調査と介護サービス供給量調査 各調査の結果および今後の課

題等 b被保険者等の現状 被保険者数および在宅、施設の要援護者の状況 b 
計画期間における被保険者の状況 各年度の被保険者数の推計および在宅、施設

サービスの利用者の見込み等

・上田市介護保険事業計画(素案)における介護サービス見込み量等の算出手順

国が示した介護サービス見込み量や介護保険事業にかかる総費用等の算出方法

に基づき、現時点における試算結果を示し、ご意見をいただきました。

L>平成12年度から14年度までのサービス総費用 約157億円 L>65歳以上保険

料基準月額 2600円程度

なお、今回の試算結果はあくまでも現時点におけるものであり、今後より詳し

し1計算方法が国から示されたり、本審議会等でサービスの適正な見込み量等につ

いて審議していただく中で、変更があり得る金額です。

・10月1日から要介護認定申請の受け付けが始まります

介護保険制度でサービスを受けていただくために必要な申請の受け付けが、 10

月1日から始まります。詳しい申請の方法等については、 9月1日号広報うえだ

でお知らせしてありますのでご覧くださ L、。

・問い合わせ

い介護保険課介護保険担当 固⑫6246・E-mail:kaigohoken@city.ueda.naga 

no.jp L>テレホンガイドうえだ関連情報 圃⑫8888コードNo.420 L>ホームペー

ジ http://www.city.ueda.nagano.jp/kaigohokenjindex.html

また、点字パンフレットをご希望のかたは、介護保険課までご連絡ください。

市
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施
行

ω周
年
記
念

ま
ち
じ
ゅ
ラ
博
覧
会
協
賛
事
業

絹
の
散
歩
道

|
上
回
紬
の
ひ
ろ
が
り
|

上
田
紬
の
歴
史
と
将
来
を
考
え
、
紬
文

化
と
関
係
産
業
の
振
興
に
つ
な
げ
よ
う
と
、

『
絹
の
散
歩
道
l

上
田
紬
の
ひ
ろ
が
り
』

を
開
催
し
ま
す
。

-
上
回
紬
の
ひ
ろ
が
り
展

マ
と
き
日
月
3
日
同
j
同
日
日
間
午

前

9
時
1
午
後
6
時

マ

と

こ

ろ

上

田

市
観
光
会
館
2
階

マ

内

容

社

会

教

育

大
学
歴
史
研
究
科
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、

「
上
田
紬
」
を
生
ん
だ
風
土
・
歴
史
・
未

来
等
の
各
テ
1
マ
別
の
研
究
と
、
そ
れ
に

関
わ
る
製
品
や
紬
織
機
の
展
示
等
マ
入

場

料

無

料

マ

そ

の

他

主

だ

っ

た

展

示
品
を
写
真
収
録
し
、
わ
か
り
や
す
い
解

説
を
加
え
た
図
録
を
販
売
し
ま
す
(
一
冊

1
0
0
0
円)。

、
マ
問
い
合
わ
せ
商

工
課
(
固
⑫
5
3
9
5
)

11.9.16 [5 ] 
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催しパ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
ガ
イ
ダ
ン
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

側
幻
世
紀
職
業
財
団
長
野
事
務
所

(
固
0
2
6ー

2
2
3
1
4
5
2
1
)

マ
と
き
日
月
比
日
術
午
後
1
時

ω分
1
4
時

マ

と

こ

ろ

上

回

東

急
イ
ン
マ
内
容
①
再
就
職
に
あ

た
っ
て
②
働
く
人
の
労
働
条
件
・

税
金
・
保
険
・
年
金
③
パ
ー
ト
タ

イ
マ
ー
の
た
め
の
個
別
相
談
マ
受

講
料
無
料
マ
定
員
先
着
初
名
マ

申
し
込
み
叩
月
6
日
制
ま
で
に
側

幻
世
紀
職
業
財
団
長
野
事
務
所
へ

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A

セ
ミ
ナ
ー
、
イ
ベ
ン
ト
ヘ

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A
(固
⑤
1
0
0
0
)

-
だ
れ
で
も
簡
単
!
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
入
門
(
定
員
時
名
)

マ

と

き

日

月
9
日
出
午
後
1
時

ω分
1
3時
初

分

マ

内

容

世

界 市役所代表電話

回22・4100
困25-4100

問。
:t じ

ゅ
う
の
ホ
l
ム
ぺ

l
ジ
を
見
た
り
、

電
子
メ
l
ル
の
体
験
マ
参
加
費

1
5
0
0
円

マ

対

象

初

級

者

-
芸
術
祭
「
》
ユ
ミ
》
三
c
ヨコ
6
C」

①
秋
の
写
生
大
会
(
無
料
)

マ
と
き
日
月
日
日
開
午
前
日
時

i
午
後
4
時

マ

内

容

メ

デ

ィ

ア

ラ
ン
ド
ロ
問
。
〉
周
辺
の
、
美
し
い

秋
の
景
色
や
自
然
を
写
生
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
l
ム
ぺ

l
ジ
に
掲

載
マ
持
ち
物
画
材
用
具
(
鉛
筆
、

筆
、
絵
の
具
な
ど
)

②
め
ざ
せ
C
G
ア
ー
チ
ス
ト
!
3次
元

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
講
座

マ
と
き
日
月
日
日
側
午
後
1
時

初
分

1
4時
マ

内

容

立

体

物

を

製
作
し
な
が
ら

3
D
C
G
の
基
本
的

な
考
え
方
を
学
び
ま
す
マ
受
講
料

3
0
0
0
円

マ

対

象

パ

ソ

コ

マ

定

員
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名

ン
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験
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上
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創
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叩
月
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上
田
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1
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・
・
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回
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無
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)

①
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②
第
2
部
星
空
観
望
会

マ
と
き
日
月
9
日
出
午
後
7
時
初

分
1
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①
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②
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。
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中
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・
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・
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科
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瀬
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さ
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マ
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象
小
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校
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年
以
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市
制
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行
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周
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記
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お
よ
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農
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術
発
祥
加
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年
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と
き
日
月
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日
刷
w
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日

目
午
前
9
時
j
午
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4
時
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分
(
最

終
日
は
正
午
ま
で
)
マ
入
場
無
料

・
折
り
紙
教
室

マ
と
き
叩
月
お
日
出
(
午
前
の

部
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:
午
前
日
時
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正
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、
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部
・
:

午
後
l
時

1
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時

)

マ

内

容

連

鶴
を
折
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l
ト
E

マ
参
加
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(
折
り
紙
代
)

3
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円

マ

持

ち
物
持
ち
帰
り
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袋

-
パ
ソ
コ
ン
操
作
相
談

マ
と
き
日
月
紅
白
日
午
前
9
時

ω分
j
正

午

マ

内

容

創

造

館

主

催
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
受
講
者
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対
象

に
、
巧
白
島
O
J弓
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・
ワ

1
ド
・
エ

ク
セ
ル
等
の
ソ
フ
ト
使
用
に
か
か
わ

る
操
作
方
法
の
相
談
を
受
け
ま
す

(ノ

l
ト
パ
ソ

コ
ン
持
参
で
の
相
談
可
)
。

-
第
2
・
4
土
曜
日
施
設
無
料
開
放

日
月
9
日
と
同
お
日
は
、
上
小
地

域
、
小
・
中
学
生
と
同
伴
の
保
護
者

の
か
た
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
、

民
俗
資
料
館
、
体
育
館
、
視
聴
覚
室

(
午
前
日
時
j
午
後

4
時
)
が
無
料

に
な
り
ま
す
。

-パソコン教室日程表
No. 講座名 実施日 同象者(定員)受講料申し込み

101 
パソコン入門 10月7日休) 16歳以上の初 1000 9月27日
平日コース 午前9時~午後4時心者 (20名) 円 (月)まで

102 
パソコン入門 10月14日附・ 15日闘 16歳以上の初 1000 
夜間コース 午後 6 時30分~9 時30分 心者 (20名) 円

103 
表計算ソフト 10月16日(土) 1慌n上でマウス't-ij(-3000 
口ータスコース午前9時~午後4時ドbi使えるかた (10名) 円 10月7日

10~ 
Windows95 10月19日間・10日制・16日開・17日制16崩江上でマウス't-ij(-6000 (桐まで
マスターコース 午前9時~正午 ドbi取るかた (10名) 円

105 
ワープロソフト10月23日(土)・ 24日(日)1蹴~l上でマウス・キーポー 6000 
ワードコース 午前9時~午後4時 ドb唱えるかた (1略) 円

[6] 11.9.16 

※申し込み 「はがき」または [FAXJで①コースNo ②コース名 ③氏名 ④年齢 ⑤郵便番号・住所
⑥電話番号を明記のうえ期日までに(当日消印有効)上田創造館 「パソコン教室受付係J(干386-1102上田
市大字上田原1640・困⑧4100)ヘ。申し込み多数の場合は抽選とし、結果は全員に通知します。



市制施行80周年事業、明日へのメッセージ「上回発、未来ゆき」
事業のイベントとして、 8月22日『私が考える「上田の未来J.!I

を募集しました。その、表彰作晶を紹介します(敬称略)。
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固
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幻
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制
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前
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初
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上
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あ
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受
講
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会
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3
5
0
0
円
・
非
会
員
5
0
0
0
円

マ
申
し
込
み

9
月
初
日
側
か
ら

-問い合わせ人権同和対策課(ITDJ⑫5393)

どの街角にも木陰がありベンチがあって

そこに行くとなごやかに語れる所があること

お年寄りに やさしい街であること

中野民子(東築地)

田畑は豊かさをしめす大切な場所です。

開発されてしまった土地から、木や花が失われていく o

美しい上田を、自然と共生できる街として活かしてほしい。

開発より、人のこころのあたたかな紳で結ぼれる上田でありたい。

柳原勝彦(鍛冶町)

日
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初
日
制
ま
で
に
、
消
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課

ヘ

マ
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員

先

着

1
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日
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大
道
芸
(
さ

田中理絵(西脇)

見ょう 聞こうよ言いましょう

共に知り合う 官と民

上田

豊かな自然ふれあう文化

みんなの真心通い合うまち

赤羽ひさ(小泉)

山ばっかり、田んぼばっかりo

そんな上田でいいんじゃない。

る
ま
わ
し
・
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振
袖
さ
ん
な
ど
)

部
溶
差
別
を
は
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ゆ
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民
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(
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権
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(
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「
人
権
問
題
」
へ
の
正
し
い
理
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と
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識
を
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、
す
べ
て
の
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民
の
人
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を
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り
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ゆ
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を
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し
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る
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み
よ
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上
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を
つ
く

る
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民
大
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を
開
催
し
ま
す
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ろ

上
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マ
内
容
①
記
念
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演
:
・
一

人
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「
母
さ
ん
、
笑
っ
て
」
(
演

者
・
:
小
林
泉
さ
ん
)
②
市
内
大
行

進
(
午
後
4
時

1
)

宮沢祐樹(国分)

神戸市出身。関西芸術座に所属。新
劇の舞台を中心に活躍。長年の演劇生
活から得たものを生かし、一人芝居に
独自の芸域を開き、現在に至る。

市
制
施
行

ω周
年
記
念
事
業

郵
便
に
よ
る
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

人
権
同
和
対
策
課
(
固
⑮
5
3
9
3
)

明
日
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
「
上
田
発
、

未
来
ゆ
き
」
事
業
で
は
、
郵
便
に
よ

る
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
応
募
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
を

5
年
後
の
、
平
成
同
年
1
月
初

旬
に
、
応
募
者
の
指
定
し
た
相
手
に

届
け
る
も
の
で
す
。

応
募
用
紙
(
往
復
は
が
き
)
は
、

市
内
郵
便
局
、
市
役
所
1
階
ロ
ビ

l
、

各
公
民
館
、
図
書
館
に
お
い
て
あ
り

ま
す
。
官
製
往
復
は
が
き
で
も
応
募

で
き
ま
す
。
締
め
切
り
は
、
ロ
月
白

日
(
当
日
消
印
有
効
)
で
す
。

た
く
さ
ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

西
塩
田
花
の
皇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ

お
出
か
げ
く
だ
さ
い

農
林
課
農
業
振
興
係
(
固
⑮
5
1
2
2
)

マ
と
き

9
月
お
日
術
午
前
日
時

j
午
後
3
時

マ

と

こ

ろ

旧

西

塩

田
小
学
校
マ
主
催
西
塩
田
地
区

営
農
活
性
化
推
進
組
合
・
塩
田
地
区

営
農
活
性
化
委
員
会
・
上
田
市
農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
マ
内
容
マ
レ
ッ

ト
ゴ
ル
フ
大
会
、
そ
ば
打
ち
体
験
、

地
元
農
産
物
直
売
、
そ
ば
・
お
や
き
・

と
ん
汁
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

刑
務
所
作
業
製
品
展
示
即
売
会

を
行
い
ま
す
長
野
刑
務
所
企
画
部
門

(固
0
2
6
1
2
4
8
1
1
1
1
4
)

マ
と
き

9
月
お
日
術
j
同
お
日

ω午
前
日
時
j
午
後
7
時
(
最
終
日

午
後
4
時
ま
で
)
マ
と
こ
ろ
ジ
ャ

ス
コ
上
田
庖
マ
展
示
販
売
品
全

国
刑
務
所
日
施
設
か
ら
集
め
た
作
業

製
品
約
3
0
0
0
点
(
家
具
等
木
工

製
品
、
日
用
品
、
革
製
品
、
陶
器
、

漆
器
、
伝
統
工
芸
品
、
金
属
製
品
)

11.9.16 [7 ] 



ー一首

住民票等自動交付機が休止します

9月23日(柄、市役所電算システムの西暦2000年対応テストのため、市役所本

庁・上田創造館・上田駅市民コーナーの自動交付機が終日休止となります。

ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

・問い合わせ 情報推進課(固③82 4 1 ) 

募集市
制
施
行

ω周
年
記
念
事
業

国
際
交
流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

秘
書
課
(
固
⑫
3
4
3
5
)

市
内
在
住
外
国
人
と
の
交
流
や
、

異
文
化
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
知
り
合
い
の
外
国
人
が
い
れ
ば
、

声
を
か
け
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。
同

時
に
、
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
か
た

も
募
集
し
ま
す
。

マ
と
き
叩
月
刊
日
目
午
前
日
時

i
午
後

4
時

マ

と

こ

ろ

上

田

創

造
館
マ
内
容
各
国
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、

日
本
語
弁
論
大
会
、
日
本
伝
統
文
化

の

実

演

な

ど

マ

入

場

料

無

料

上
田
市
国
際
交
流
連
絡
協
議
会

会
員
を
募
集
し
ま
す

秘
書
課
(
固
⑫
3
4
3
5
)

市
内
で
活
動
す
る
国
際
交
流
団
体

や
個
人
の
聞
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
、
同
協
議
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
団
体
、
個
人
を
問

わ
ず
、
国
際
交
流
に
興
味
の
あ
る
か

た
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
活
動
内
容
定
期
会
の
開
催
、

情

報

交

換

な

ど

マ

会

費

無

料

マ
申
し
込
み
協
議
会
事
務
局
(
市

役
所
秘
書
課
内
)
へ
。
随
時
受
け
付

け
ま
す

知
識
・
技
術
を
生
か
し
て

「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に

国
際
協
力
事
業
団

駒
ヶ
根
青
年
海
外
協
力
隊
訓
練
所

(固
0
2
6
5
1
8
2
1
6
1
5
1
)

マ
募
集
分
野
建
設
・
土
木
、
保

健
・
医
療
な
ど

8
分

野

マ

応

募

資

格

ω歳
か
ら

ω歳
ま
で
の
日
本
国

籍
者
で
、
各
分
野
で
の
専
門
知
識
を

有
す
る
か
た
マ
申
し
込
み
駒
ヶ

根
青
年
海
外
協
力
隊
訓
練
所
ヘ
マ

そ
の
他
「
日
系
社
会
シ

ニ
ア

・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
も
募
集
。
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

熱
意
の
あ
る
か
た

統
計
調
査
員
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い

情
報
推
進
課
(
固
⑮
8
2
4
1
)

市
で
は
、
各
種
統
計
調
査
を
実
施

す
る
際
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
統

計
調
査
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
報

酬
は
、
調
査
の
内
容
、
件
数
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、

1
回
に
つ
き
お

お
む
ね

3
1
7
万
円
程
度
で
す
。

マ
応
募
資
格
①
市
内
在
住
の

m

l
白
歳
ま
で
の
か
た
で
、
調
査
に
熱

意
が
あ
り
、
健
康
な
か
た
②
責
任

を
持
っ
て
最
後
ま
で
調
査
事
務
を
遂

行
で
き
る
か
た
③
調
査
時
に
知
り

得
た
秘
密
の
保
護
に
信
頼
あ
る
か
た

④
税
務
・

警
察
・
選
挙
に
直
接
関

係

の

な

い

か

た

マ

応

募

日

月

1

日
開
ま
で
に
、
情
報
推
進
課
電
算
統

計
係
へ

市
制
施
行

ω周
年
記
念
事
業

『

N
H
K
の
ど
自
慢
」
開
催

企
画
課
(
固
⑮
5
1
1
2
)

N
H
K
長
野
放
送
局

(圃
0
2
6
1
2
9
1
1
5
2
1
8
)

「
N
H
K
の
ど
自
慢
」
へ
の
出
場

者
と
観
覧
者
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。マ
と
き
予
選
:
・
日
月
日
日
出
・

本
番
・
:
同
日
比
日
目
マ
と
こ
ろ
上

田
市
民
会
館
マ
ゲ
ス
ト
歌
手
:
・

石
川
さ
ゆ
り
さ
ん
、
坂
本
冬
美
さ
ん

・
出
場
者
募
集

マ
申
し
込
み
往
復
は
が
き
に
、

①

郵

便

番

号

②

住

所

③

名

前

④

年

齢

⑤

電

話

番

号

⑥

職

業

⑦
歌
う
曲
名
と
歌
手
名
⑧
選
曲

理
由
を
記
入
し
、
干

3
8
0
1
8
5

0

2

N

H

K
長
野
放
送
局
「
の
ど

自
慢
」
出
場
係
へ
、

m月
紅
白
術
必

着
で
(
返
信
表
面
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
名
前
を
記
入
・

l
人
1
通
ま
で
)

・
観
覧
者
募
集

マ
申
し
込
み
往
復
は
が
き
に
、

①

郵

便

番

号

②

住

所

③

名

前

④
電
話
番
号
を
記
入
し
、
一
T
3
8

6
1
8
6
0
1

上
田
市
役
所
「
の

ど
自
慢
」
観
覧
係
へ
、
日
月
初
日
幽

必
着
で

(
l
人
1
通
ま
で
・
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

固固
:0生し不i
jX語ど誓:
: -"!.東 U ロロ.
~ ;吾境 gti
j事費留雪j
i竺内"2た:
線亨吾:

;主々:
9可ほ:

不
用
品
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
登
録
期
間
は
6

か
月
で
す
。

マ

学

習

机

マ

三
中
の
運
動
着

(M)

マ
柔
道
着
マ
編
み
機
マ

病
人
用
お
む
つ
カ
バ

l
(
5号
・

S
-

必
均
・
ウ
エ
ス
ト
初
側
)

マ
そ
ろ

ば
ん
マ
じ
ゅ
う
た
ん
マ
着
物
2

枚
マ
歩
行
器
(
大
人
用
)
マ
寝

袋
マ
ク
リ
ー
ナ
ー

マ
ベ
ビ

l
用

品

マ

三
輪

車

マ

幼
児
用
英
語
教
材
マ
室
内
滑
り
台

マ
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
l
ト

マ
ベ
ビ

l

体
重
計
マ
ベ
ビ
ー
カ
ー

マ
冷
蔵

庫
(
大
型
)
マ
ノ
l
ト
パ
ソ
コ
ン

マ
こ
た
つ
マ
二
槽
式
洗
濯
機

マ
ワ
ー
プ
ロ
マ
カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト

マ
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
マ
テ
レ
ビ

マ
自
転
車
マ
ガ
ス
レ
ン
ジ
(
都
市

ガ
ス
用
)
マ
ふ
ろ
が
ま
セ
ッ
ト

(
団
地
サ
イ
ズ
・
都
市
ガ
ス
用
)

マ
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
マ
二
段
ベ
ッ

ド
マ
整
理
だ
ん
す
マ
大
屋
幼
稚

園
の
制
服
・
運
動
着

(
S
・
M
)

マ

ホ
ワ
イ
ト
ボ
l
ド

[8 ] 11.9.16 

.10月の粗大ごみ回収目
10月16日(土)…クリーンセンター駐車場
回収時間は午前10時~正午。処理費用(実費)がかかります。



眉

一

場

田

タ

や
し
よ
う
ゆ
の
入
っ
て
い
た
き
れ
い
時
塩

ン

な

P
E
T
ボ
ト
ル
は
資
源
回
収
に
出
捌
?
出
先

し
ま
し
ょ
う
。
都
合
で
自
治
会
の
資
誕
ブ
堀
ン

協

一
上
ビ

源
回
収
に
出
せ
な
い
場
合
は
、
ウ
ィ

l

醐
コ

ベ

ッ

d
H
A
問
、首

ヨ

ク
エ
ン
ド
リ
サ
イ
ク
ル
で
は
対
応
で
憎

い
払
シ

き
ま
せ
ん
が
、
上
田
ク
リ
ー

ン
セ
ン
肌
陥
.1
四

タ
!
と
上
田
市
エ
コ
ス
ト
ア
認
定
庖
劇
好
庖
お

田

三

一

し

(
左
記
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
等
)

1
友
夕
、

コ

内
西

ン
庖

に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
c

円

、イ

田

出
す
と
き
は
、
①
キ
ャ
ッ
プ
を
取
昧
師
団
社

。
除
き
②
き
れ
い
に
洗
い

③

っ

吋

脚
内
は

ぶ
し
て

④
ラ
ベ
ル
を
は
が
し
て
か
引
酉

マ
ジ

ら

出

し

て

く

だ

さ

い

。

卦

卦

卦

卦

ま
た
、
同
月
か
ら
自
転
車

・
ス
キ
!
日
日
間
畑

の
収
集
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た
。
各
明
問
問
問

自
治
会
で
、
月

1
回
決
め
ら
れ
た
場

所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
出
す
と
き

程

低

-η

は
、
「
不
用

・
い
ら
な
い
」
な
ど
と

咽

弘

凡
aぴ
E

表
示
し
て
く
だ
さ
い
。

引

の

し

R
R
E
出

・pET
ボ
ト
ル
の
回
収
を
行

っ

て

叩

剥

え

い
る
上
田
市
工
コ
ス
ト
ア
認
定
届

ル

λ
ぷ

旬
'
'
{
寸
つ

イ

鵬

臥

サ

崎

渇

リ
午

ル

ド

正
ア

ン
ト
ー

E
叩
ま

r-前
せ

a
，d
午
出

一
同
制

イ

鵬
酎

ウ
収

、

目

回

紙
・古au
 
o
u
 

水
道
局
の
ほ
か
に
市
内
外
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
支
払
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
納
期
限
内

に
限
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
納
入
通

知
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
従
来
の
納
入
通
知
書
か
ら
、

三

つ
折
り
は
が
き
大
の
、
バ
ー
コ
ー

ド
が
印
刷
さ
れ
た
納
入
通
知
書
に
変

わ
り
ま
す
。

マ
取
扱
届

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
セ
イ
コ
ー
マ

l

ト
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ

1
ト
、
サ
l
ク

ル
ケ
イ
、
ロ
l
ソ
ン
、
サ
ン
エ
ブ
リ
l
、

ス
リ

1
エ
フ
、
サ
ン
ク
ス
、
セ
l
ブ

オ
ン
、
ポ
プ
ラ
、

エ
l
エ
ム
ピ
!
エ

ム
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、
コ
コ
ス
ト
ア
、

ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
、
デ
イ

リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ

お知らせ水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
金

コ
ン
ビ
ニ
で
支
払
え
ま
す

計
画
管
理
課
(
固
⑫
1
3
1
3
)

心
が
け
よ
う

P
E
T
ボ
ト
ル
は
資
源
回
収
ヘ

環
境
業
務
課
(
固
⑫
0
6
6
6
)

水
道
料
金

・
下
水
道
使
用
料
金
は
、

8
月
定
期
検
針
分
納
入
通
知
書

(
9

月
日
日
発
送
予
定
)
か
ら
金
融
機
関
、

9
月
か
ら

P
E
T
ボ
ト
ル
の
資
源

回
収
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
飲
み
物

現在の国民健康保険の保険証は、9月30日(木)で有効期限が切れ、10月1日佳)

から新しい保険証に更新されます。

新しい保険証は9月17日{金)以降に郵送しますO 一般は空色、退職は桃色で

す。現在の保険証は、各自責任をもって処分してください。

また、受診の際は保険証を必ず医療機関に提示してください。

-加入資格は、年金受給権が発生した日から適用されます。

・この制度で医療を受けるときの自己負担金は次のとおりです。

退職被保険者本人外来 2割、入院 2割

//被扶養者 外来 3割、入院 2割

・年金の受給権が発生すると、 年金保険者から「年金証書」が送られてきます。

年金証書が届いたら、 14日以内に年金証書、印鑑、保険証(お持ちのか

た)を持参して、市民課または各支所ヘ届け出をしてください。

・ テレホンガイドうえだ関連情報圃⑫88 8 8 (コードNO.230".国民健康

保険の加入、231…国民健康保険の脱退、232…保険証の再交付、233…学

生用保険証の交付、234…退職者医療制度、235…高額療養費の支給、236…

療養費の支給、237…出産育児一時金・葬祭費の支給、238…国民健康保険

税とは)

園問い合わせ

国民健康保険の加入者の中で、会社などを退職して年金の支給を受けてい

る70歳未満の人とその家族は、「退職者医療制度」によりお医者さんにかか

ることになります。あなたは退職被保険者に該当しませんか。確認してみま

しょう O

退職者医療制度~あなたも該当していませんか~

般

被

保

険

者

『国保』の保険証が
10月から新しくなります

一一怪 いいえ

、、Jノ
門

l
n
h
u
 

nべ
U

4
E
1ム

事 業所名 所在地

ン ヤ ス コ上田庖 常国 2-12-18

イトーヨ一力ド-上田居 天神 1-9-1

ツルヤ上田東庖 常国 3-418-1 
、y jレ ヤ 大 屋 庖 岩下235

ツルヤ上田原屈 上田原449-2 

ツルヤ上田西庖 常磐城5-826-1 
、y jレ ヤ 塩 田 居 保野751-2 

やおふ く 古皇居 古里96-1 

マックスバリューしおだ野庖 神畑373

A コープコア塩田届 中野64-1 

険

国保年金課(困13 6 2、

保

一一→ はし、

老人保健法の適用者ですか
(70歳以上、または70歳未満
65歳以上で寝たきり状態)

被

[9 ] 



官

11.9.16 [10] 

工事事業者名 住所 電話番号

(有) 三同主三 木 -En又d イ蒲 青木村当郷116-1 49-1234 
工イア ンドアイ 長門町古町1262-1 68-2600 

隔)シナノ設備工業 上田市中央北3-4-30 27-9711 
隔) 大 イ申 吾E凡又， 備 上田市中央2-20-3 22-1309 
情) :jzEt E 沢 住 機 東部町海善寺1159-1 62-4308 
ì~円E 水 機 工 (柑 更埴市桜堂278 026-273-2233 
(槻 工 ス 立科町戸田2597 0267 -56-3737 

中 井 コ ン サル 上田市上野1172-67 24-0218 
惰) 渡 辺 吾日八又」 イ蒲 上田市小島342-8 38-9138 

上田ガスショールーム株) 上田市天神4-29-3 22-0433 
(有) 岡 田 吾日八又， 備 坂城町南条5950-1 82-4698 

(槻マッハシ冷熱 長野市若里45 026-223-0600 

千曲建設工 業側 上田市諏訪形973-1 22-3835 
(有) 協 手口 建 吾白f文L 東部町祢津2134-3 63-5387 

神 )11 建 吾Er文L 上田市上野1791-1 21-0904 

今回掲載したのは新規に指定された業者です。すべての指定業者名をお知

りになりたい場合は、計画管理課庶務企画担当(困1532・1852・1853)までお
問い合わせください。

新しい22ZZZZ22S2を指定
排水設備工事および給水装置工事は、市で指定した業者でない

と施工できませんO 指定業者は市への申請手続き・工事等をいっ

さい代行しますので、工事の申し込みは指定業者へ直接依頼して

ください。

工事届名 営業所所在地 電話番号

i昌F弓三 7Jく 機 工 日射 更埴市桜堂278 026-273-2233 
(有) 渡 辺 吾En又， イ蒲 上田市小島342-8 38-9138 

上 田 設備工業 よ田市常入1-7-109 24-5037 
(有) 主同主主 木 吾Er文L イ庸 青木村当郷116-1 49-1234 

中井 コ ン サ jレ 上田市上野1172-67 24-0218 

(有) 二協工 務 所 北御牧村八重原2-274 67-2360 
(有) JコEtE 沢 住 機 東部町海善寺1159-1 62-4308 
隔)シナノ設備工業 上田市中央北3-4-30 27-9711 
備) 斉 藤 建 三日又九 よ田市別所温泉1801 38-2403 

EEヨヨ 吾En文d イ庸 上田市常磐城2307-3 24-3437 

伸 々 建 圭E八又J (有) 上田市下之条738-20 25-1717 
備) 岡 田 吾Eハ又， イ席 坂城町南条5950-1 82-4698 
件刑 赤 坂 建 吾E八又， 上田市上田原872-7 22-6660 
備) 協 罪日 建 吾E凡又， 東部町祢津2134-3 63-5387 

神 )11 建 吾白川文， 上田市上野1791-1 21-0904 
(有) 友 建 壬日n又， 東部町常田23-6 64-2762 

-新たに指定した指定給水装置工事事業者

-新たに指定した下水道指定工事庖
-
案
内
図

防
注
射
手
数
料
を
合
わ
せ
て

6
2
2

0
円
-
犬
が
死
亡
し
た
と
き
は
忘
れ
ず
に

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い

犬
が
死
亡
し
た
き
は
、
死
亡
届
に

鑑
札
・
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票
を
添

え
生
活
環
境
課
か
各
支
所
へ
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け
出
を
し
な

い
と
狂
犬
病
予
防
注
射
未
実
施
通
知

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注
意
を
。

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

常
国
新
橋
架
橋
事
業
に
伴
い

小
牧
交
差
点
を
変
更
し
ま
す

都
市
計
画
課
(
固
⑮
5
1
2
7
)

犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
を

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

生
活
環
境
課
(
固
⑮
5
1
2
0
)

現
在
の
交
差
点
を
常
国
新
橋
の
接

続
部
に
移
設
し
、
堤
防
道
路
を
付
け

替
え
し
ま
す
。
通
行
者
の
皆
さ
ん
に

は
た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
交
差
点
切
り
替
え
日
は

9

月
初
日
側
、
常
国
新
橋
の
供
用
開
始

は
日
月
幻
自
由
に
な
る
予
定
で
す
。

マ
と
き
・
と
こ
ろ
合
同
庁
舎
正

面
玄
関
前
・
・・日
月

3
日
制
午
前

9
時

i
m時
、
塩
田
支
所
・
:
午
前
日
時
初

分
j
日
時

マ

対

象

春

の

集

合

注

射
以
降
に
生
ま
れ
た
、
生
後
引
日
以

上
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
義
務

の
生
じ
た
犬
(
室
内
犬
も
含
む
)

マ
料
金
登
録
手
数
料
・
狂
犬
病
予

早
野
町
道



便利で確実な口座振替のご利用を

テレホンガイドうえだ関連情報

(圃③88 8 8コード:No.27 9) 

3期

防
衛
大
学
校
等
学
生
採
用
試
験

を
行
い
ま
す

-国民健康保険税

納期限9月30日(木)

自
衛
隊
上
田
募
集
事
務
所

(
固
⑫
5
2
6
7
)

マ
募
集
内
容
①
防
衛
大
学
校
学

生
②
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
③

看
護
学
生
マ
受
付
期
限
叩
月
日

日
側
マ
そ
の
他
受
験
・
衣
食
住

は
無
料
。
学
生
手
当
あ
り

今月
の
納税

行
政
書
士
無
料
相
談
会
を

ご
利
用
く
"
た
さ
い

長
野
県
行
政
書
士
会
事
務
局

(固
0
2
6
1
2
3
4
1
0
1
7
0
)

-
電
話
相
談

マ

と

き

叩

月

1
日
働
j
同
3
日

回
午
前
日
時

i
午
後

4
時

・
面
接
無
料
相
談

マ

と

き

叩

月

8
日
働
午
前

m時

j
午
後

4
時

マ

と

こ

ろ

上

回

郵

便
局
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ

l
ル

マ

内

容
相
続
、
自
動
車
登
録
・
廃
車
等
、

入
国
管
理
関
係
、
農
地
の
転
用
、
建

設
業
許
可
、
風
俗
営
業
・
食
品
衛
生

等
交
通
事
故
に
注
意
を

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
実
施

交
通
対
策
課
(
固
⑮
5
1
2
9
)

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が

9
月

幻
日
閃
か
ら
同

ω日
嗣
ま
で
実
施
さ

れ
ま
す
。
こ
の
運
動
は
「
交
通
安
全

H

あ
な
た
が
主
役
H

」
「
信
濃
路
は
、

相談名 日 時 会場など

10月8日後)
法 律 キ目 日炎 13:30""'15:30 
(予約制) 10月22日(蛍

13:30""' 15:30 受付は・・・・・・

土地建物相談
10月14日体)

市役所
生活環境課13:00""' 16:00 

市 民 相 日炎
(本庁舎 1階)

交通事故相談
毎週月~金曜日

⑫ 8 女 t性 相 員炎 9 :00""'16:00 

1fC m 中目 談 毎週月~金曜日 (H直福通祉⑫課2000) 9 :00""'16:00 。
母 子 相 z言'"語，

毎週月~金曜日 。 福祉課
9 :00""'16:00 (内線 16 0 8) 

人権・悩みごと相談
10月 7日(桐

人(H権直同通和@対5策課
13:00""' 16:00 393) 

農地問題相談
毎週月~金曜日 農業委員会
8 :30""'17:00 (本庁舎2階)

イ寸 政 キ目 日炎
10月11日(月)

上回西武
10:00""'15:00 

心配ごと相談
毎週火曜日
10:00""' 15:00 

福祉よろず相談
毎週月~金曜日
9 : 00""'16 : 00 

社(H会@福8祉0協8議0会) 
法 律 中目 E炎 10月16日(土)
(予約制) 10:00""'正午

児 童 中目 日炎
毎週土曜日
13:30""'15:30 

車吉 t普 本目 圭ロ火ジミ
毎週水曜日

社(包会⑫福3祉0協8議2会) 10 : 00""'15 : 00 
法 律 相 a炎 10月20日(木)
(予約制) 13:30""' 15:00 

上(H田⑫商4工5会0議0所) 
保険年金相談

毎週月~金曜日
9 :00""'16:00 

毎週月~金曜日 上高田(ft齢パ⑫ー者職業相談室高齢者職業相談 ( トサテライト内)
8 :30""'17:00 8 0 1 1) 

保育・子育て相談 毎週月~金曜日
子育て支援センター

(電話相談) 9 : 00""'16 : 00 
保育・子育て相談 毎週火・木曜日 南部(H保⑫育3園0内9相6談)室
(面接相談) 9 :00""'16:00 

月の相談

さ
わ
や
か
マ
ナ

!
の
に
あ
う
道
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
①
高
齢
者
、
若

年
運
転
者
の
交
通
事
故
防
止
②
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ

l
ト
の
着
用
促
進
③
夜
間
の

交
通
事
故
防
止
を
重
点
に
行
い
ま
す
。

「
交
通
安
全
の
主
役
は
自
分
自
身
で

あ
る
」
と
の
意
識
を
持
っ
て
、
交
通

事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

景
観
形
成
市
民
団
体
に

下
本
郷
地
区
を
認
定

景
観
建
築
課
(
固
⑮
5
4
3
0
)

市
で
は
、
「
下
本
郷
地
区
花
と
緑

の
街
づ
く
り
協
議
会
」
(
会
長
・
:
中

沢
英
介
さ
ん
)
を
景
観
条
例
に
基
づ

く
景
観
形
成
市
民
団
体
に
認
定
し
、

8
月

M
日
に
認
定
書
を
交
付
し
ま
し

市
職
員
人
事
異
動

9
月
1
日
付
け

-
課
長
補
佐

マ
市
街
地
整
備
課
課
長
補
佐
兼

区
画
整
理
担
当
係
長
(
市
街
地
整

備
課
課
長
補
佐
兼
区
画
整
理
係
長
)

町
田
寿
男
マ
市
街
地
整
備
課
課

長
補
佐
兼
区
画
整
理
担
当
係
長

(
公
園
緑
地
課
課
長
補
佐
兼
公
園

緑
地
係
長
)
佐
藤
健
次
マ
公
園

緑
地
課
課
長
補
佐
兼
公
園
緑
地
係

長
(
都
市
計
画
課
課
長
補
佐
兼
街

路
担
当
係
長
)
大
塚
一
典

まド nr 
11 r '1 • • t. 
A 円

た
。
こ
れ
は
、
景
観
形
成
に
寄
与
し

て
い
る
団
体
を
市
が
認
定
し
て
い
る

も
の
で
、
下
堀
地
区
に
続
き

2
団
体

目
で
す
。

同
地
区
は
、
築
地
下
之
郷
バ
イ
パ

ス
の
新
設
工
事
、
県
道
鹿
教
湯
別
所

上
回
線
の
拡
幅
工
事
が
進
め
ら
れ
、

大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
新
し
い
道
路
に
花
を
植
え

て
潤
い
の
あ
る
空
間
を
創
出
し
よ
う

と
、
今
年
1
月
に
協
議
会
を
発
足
さ

せ
ま
し
た
。
春
か
ら
は
、
廃
材
を
利

用
し
た
花
壇
*
つ
く
り
、
土
づ
く
り
、

花
苗
づ
く
り
を
始
め
、
除
草
、
散
水

な
ど
の
管
理
も
じ
?
っ
ぷ
ん
に
行
い
、

季
節
の
美
し
い
花
を
何
種
類
も
咲
か

せ
て
い
ま
す
。
特
に
、
花
百
は
種
か

ら
育
て
る
と
い
う
、
手
の
か
か
る
方

法
を
と
っ
て
い
ま
す
。

「法の日J週間 (10月1日からの 1週間)
標語 「j去をまもる心が築くよい社会」11. 9.16 

「
E
E
J

a

司・・-
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・・
「
E
E
L



フルート演奏会
秋のひととき、心に響く

音色をお楽しみください。

-一一一10月31日(日)午後2時開演
組掴旧宣教師館(下之郷・リサーチパーク内)

じ>出演 飯島香(フルート)、翠川裕美(ピアノ) じ>曲

目 グノ一作曲「アベマリア」、フォーレ作曲「シチリアー

ノ」、 ドップラ一作曲「ハンガリー田園幻想曲」ほか

b入場料 500円 じ〉定員人(先着順〉 じ〉申し込み

9月20日(月)から文化諜(固⑫5102)で受け付けます。

市制施行80周年記念事業・上田子ども劇場20周年精別記念公演

f窃れbち峨剤密じゃ6ω
10月9日(土)午後7時開演(午後6時30分開場)
上田市民会館ホール(全席自由席)
前売り券 3，500円(当日券 4，000円)

仁>前売り券取扱所上田市民会館・上田子ども劇場・琴光堂楽

器庖・平安堂上田庖・ジャスコ上田庖・上田市文化会館・市内

各公民館 じ>その他鑑賞対象年齢は小学校4年生以上です。

じ〉問い合わせ 「おれ天」公演実行委員会(上田市民会館固

⑫o 7 6 2、上田子ども劇場圃⑫47 5 6) 

教育史
跡
め
ぐ
り

参
加
者
募
集

『
富
士
見
町
」

博
物
館
(
固
⑫
1
2
7
4
)

諏
訪
郡
富
士
見
町
方
面
の
史
跡
見

学
会
で
す
(
上
小
郷
土
研
究
会
と
共

催)。マ
と
き

m月
刊
日
間
午
前
8
時

上
田
駅
前
お
城
口
出
発
マ
見
学
先

み

さ

や

ま

①
武
田
信
玄
の
棒
道
②
御
射
山
関

お
っ
こ
と

係
史
跡
③
乙
事
の
諏
訪
上
社
④
井
戸

じ

ん

も

り

や

尻
考
古
館
⑤
神
長
官
守
矢
資
料
館
ほ

か
マ
参
加
料

4
5
0
0
円
(
入

館
料
含
む
)
マ
募
集
人
員
鈎
名

(
パ
ス

2
台

)

マ

申

し

込

み

参

加
料
を
添
え
て
博
物
館
ヘ
マ
そ
の

他
昼
食
は
ご
持
参
く
だ
さ
い

第
一
中
学
校
、
梅
田
西
小
学
校
を

会
場
に
パ
ソ
コ
ン
教
室
開
催

生
涯
学
習
課
(
固
⑮
5
1
0
4
)

マ
内
容
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
を

初
歩
か
ら
学
び
、
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー

ド
、
年
賀
状
を
作
成
し
ま
す
。
マ

対
象
初
め
て
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
る

初
心
者
の
か
た
マ
受
講
料
無
料

(
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
等
の
負
担

あ
り
)
マ
申
し
込
み
官
製
は
が

き
に
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

希
望
す
る
会
場
を
明
記
の
上
、

9
月

M
日
働
ま
で
に
、
上
田
市
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
(
干
3

8
6
1
0
0
2
5
上
田
市
天
神
2

4
!
日
)
ヘ
マ
そ
の
他
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。
学

校
敷
地
内
は
禁
煙
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

-パソコン教室日程
会場・定員 日時

10月8日陰)午後6時"'9時

第一 10月9日出午前9時~正午
中学校
(30名)10月10日(日)午前9時~正午

10月11日(月)午前9時~正午

10月14日附午後6時----9時

塩田西 10月15日(金)午後6時----9時
小学校
10月18日(月)午後6時----9時(15名)

10月19日(火)午後6時----9時

第
羽
田
短
詩
型
文
学
祭

作
品
募
集
中
央
公
民
館
(
困
⑫
0
7
6
0
)

部門 制限 応募方法

短歌 1首 ①できるだけ原稿用紙を使用
(現代詩は400字詰め原稿用
紙を使用)

俳句 2句
②最初に部門名を赤で書く
③次に住所、氏名、筆名、電
話番号を記入(小中高校生

)11柳 2句
は学校名・学級も記入)
④作品をかい書ではっきりと
書く

現代
2編
⑤題は自由で、作品は未発表

詩 作に限る

定同見
4
4
r
 

募応
• 
マ
投
稿
料

1
部
門
に
つ
き
3
0

0
円
(
小
中
高
校
生
は
無
料
)
。
郵

送
の
場
合
は
、
作
品
に
3
0
0
円
の

郵
便
小
為
替
を
同
封
マ
投
稿
先

上
田
市
中
央
公
民
館
短
詩
型
文
学
祭

係
(
干
3
8
6
1
0
0
1
4
上
田
市

材
木
町
1
2
1
3
)
へ
。
持
参
の
場

合
は
、
市
内
各
公
民
館
、
高
齢
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
へ
投
稿
料
を
添
え
て
提

出
マ
応
募
期
限

9
月
初
日
嗣

マ
そ
の
他
投
稿
者
に
は
文
学
祭
当

日
、
作
品
集
を
配
布
(
当
日
出
席
で
き

な
い
か
た
は
、
後
日
事
務
室
窓
口
へ
)

・
短
詩
型
文
学
祭
マ
と
き

日
月

お
日
日
午
後
1
時

ω分
j

4
時

マ

と
こ
ろ
中
央
公
民
館
マ
内
容

入
選
発
表
、
表
彰
、
選
者
を
囲
ん
で

の
研
究
会

生
涯
学
習
市
民
大
学

『
も
し
も
講
座
」

中
央
公
民
館
(
固
⑫
0
7
6
0
)

※小中学生は短歌1首、俳句、)11柳1旬、現代詩1編

期日 学習内容

10月14日附もしもが起きても大丈夫?オリ工ンァーション)
10月28日附もしもあなたが悪質商法人あったら

11月12日閤も(長し野も市あな防災た市が災民害セにン襲タわれで疑た似ら体験)

11月25日附 も(救し急も法目実の前習)lこ怪我をしている人がいたら

12月9日附 もしもを語ろう (中間のまとめ)
1月13日附 もしもの時のストレス対処法
1月27日附 もしも遺言状が必要になったら

2月10日附 たもらしも(老あ人な保た健の施家設族見が学寝、た介き護り保に険なにっつていしてま)っ

未定 もしもあなたが生きがいを感じなくなってしまったら[公開講座]

3月2日附もしもの時に一番大切な」とはなんだろう(まとめ)

程口同座輩再もIU
 

も

-マ時
間
午
後
l
時

ω分
1
3
時

ω分
(
日
/
ロ
は
午
後
零
時
初
分
j

4
時
mw
分
)
マ
場
所
中
央
公
民

館
ほ
か
マ
定
員

ω名
(
先
着
順
)

マ
受
講
料
無
料
(
保
険
料
等
は

後
日
実
費
徴
収
)
マ
申
し
込
み

9
月
お
日

ωか
ら
中
央
公
民
館
へ
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地
域
学
講
座

「
わ
が
ま
ち
上
回
』

中
央
公
民
館
(
固
⑫
0
7
6
0
)

マ
と
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月
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後
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時
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と
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ま
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市
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計
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発
表
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田
商
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幻
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長
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好
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さ
ん
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企
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課
・
浅
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企
画
調
整

担

当

係

長
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受

講

料

無

料

マ

申
し
込
み
中
央
公
民
館
へ
。
当
日
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加
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可

上
回
女
子
短
期
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学
国
語
国

文
学
会
公
開
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会
開
催

上
田
女
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短
期
大
学
(
固
⑩
2
3
5
2
)
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学
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マ
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藤
原

れ
い
ぜ
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定
家
と
冷
泉
家
」
|
昭
和
の
正
倉
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開
扉
ー
マ
講
師
同
志
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ぼ
ろ
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さ
し

学
教
授
・
鵬
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ん
マ
入
場
料

無
料
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申
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み
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が
き
に
、

住
所
、
氏
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話
番
号
を
明
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う
え
、
上
田
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子
短
期
大
学
国
語
国

文
学
会
(
干
3
8
6
1
1
2
1
4
上

田
市
下
之
郷
乙
6
2
0
)
f¥ 



第9岡上岡市ビーチボール大会開催
bとき 11月7日(日)[>ところ 市民体育館・勤労者
体育センタ- [>種目 一般の部:①男性40歳未満の部

②男性40歳以上の部 ③女性40歳未満の部 ④女性40

歳以上の部 ⑤混合の部マチーム編成①選手は上田

市内在住か在勤のかた ② 1チーム 7人以内(監督は選

手を兼てもよい)で編成 ③各部門の年齢は大会当日の

年齢とするO ④混合の部については、女性2名以上で編

成(年齢制限なし) じ〉競技方法 ①試合は種目別・ブ

ロッ ク別のリ ーグ戦。組み合わせは主催者側で責任抽選

します。②主審・副審・線審・得点係を各チーム 3名ず

つ出していただきます。 じ〉表彰各ブロック上位3チー

ムまで じ〉参加料 1チーム1.000円(保険料を含む)

じ〉申し込み 10月12日伏:)----10月26日伏)までに、参加料

を添えて体育課へ。先着 120チームで締め切ります。

じ〉審判講習会 10月28日(木)午後 7時----9時、勤労者体育

センターで行いますので、希望チームは参加してください。

体育課固⑮51 0 5 

参加者募集

-軟式野球

bとき 10月31日(日)、 11月6日出・ 7日(日)[>ところ
市営球場・染屋台グランド [>チーム編成選手20人

以内。上田市内在住か在勤のかたで編成(統ーしたユニ

ホームを着用してください。[>参加料 5，000円

じ〉申し込み 10月15日陰)までに参加料を添えて体育課へ

・弓道
bとき 10月11日(月)[>ところ上田市営弓道場マ
対象市内在住か在勤・在学のかた b種目 高校の部
(男子の部、女子の部)、一般の部(称号者の部、有段者

の部、女子の部) じ〉参加料無料じ〉申し込み当日

受付(高校午前8時30分、 一般午後零時30分受付開始)

・コルフ
bとき 10月24日(日)[>ところ 浅間高原カントリー
クラブ [>競技方法 18ホールストロークプレー・新ぺ

リア b参加料 2，000円(プレー代は 9，000円、食事
別) じ〉申し込み 9月20日(月)から受付開始。参加料を

添えて体育課へ。先着55組 220名で締め切ります。

※お知らせ

8月14日の災害により、ハープ橋マレットゴ、ルフ場が

冠水しました。現在復旧工事を進めておりますが、 10月

24日(日)に予定されています市民総合体育大会マレットゴ

ルフ競技の会場は次の連絡先に、確認をしてからご参加

くださいますようお願いいたします。[マレットゴ、ルフ

協会会長青木宅固⑬8652・事務局 柳町宅固⑬5319J

市民総合体育大会

学校体育施設利用団体の登録(後期)を受け付けます

夜間、学校体育館の利用を希望する団体の登録を受け

付けます。所定の登録申請用紙(体育課にあります)に

必要事項を記入のうえ、 9月30日(木)までに体育課へ提出

してください(郵送でも可〉。

団体登録の後、利用する学校ごとの利用者会議により

日程調整を行います。すでに登録されている団体は、あ

らためて登録する必要はありませんO

後期の学校体育施設の開放は11月 1 日(月)から行~ iます。

レクリエーション卓球教室
bとき 10月8日~来年3月まで計10回、午後7時30
分----9時 bところ勤労者体育センタ- [>対象市
内在住か在勤の一般男女 じ〉参加料 3，000円 じ〉申し

込み教室初日に受け付けます。

月
刊
誌
『
ル
l
ツ
教
育
」
発
刊

1
周
年
記
念
暢
別
講
演
会
開
催

ジ
エ
ス
タ
イ
ト
ウ
教
育
研
究
所

代
表
伊
東
邦
夫
(
固
⑮
7
9
8
2
)

S
-
A
大
学
予
備
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5
階
大
会
議
室

マ
講
師
側
草
樹
舎
代
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取
締
役
・

須
長
一
繁
さ
ん
マ
演
題
「
共
生
の

時
代
と
庭
づ
く
り
」
マ
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
草
笛
の
演
奏
・
童
謡
唱
歌

の

合

唱

マ

入

場

料

無

料

マ
と
き

9
月
お
日
出
午
後
1
時

ω分
j

4
時
マ
と
こ
ろ
上
田
Y
・

開催

(上田郷友会との共催展) 博物館固⑫1274

会期 10月10日(日)まで(無休)会場博物館
b入館料通常料金(大人 250円ほか。市内の
小・中・高校生は無料)

・記念講演会(上田郷友会と共催、聴講無料)

「田中亭山について」 講師佐藤毅さん

「田中亭山の天井画について」

講師竹内順子さん

bとき 10月2日出午後 l時30分~
bところ 市民会館2階会議室
駒ヶ根市蔵沢寺に東禅庵というお堂がありま

す。この天井には上回藩士出身の画家で、駒ヶ

根で亡くなった田中亭山 (1839-----1913)筆の48

枚の絵が描かれています。歴史上の人物や中国

の故事などにちなむものです。

このたび改築工事により一時この天井画が取

り外されることになったため、亭山の出身地の

上田で展覧会を開くことができました。

[ 13] 

博物館固⑫1274

10月 3 日(日)~11月 7 日(日)(無休)
博物館

会期

会場

じ〉入館料通常料金(大人 250円ほか。市内の

小・中・高校生は無料〉

じ〉主な展示資料 ・和歌山県高野山蓮華定院蔵

幸村の兜、幸村書状 ・仙台市博物館蔵白石城

主片倉氏資料(片倉小十郎の妻は幸村の娘)

長野市真田宝物館蔵幸村の万、書状 ・仙台市

真田治彦氏蔵甲胃等 ・上田市長井彦助氏蔵幸

村書状ほか

真由幸村は戦国武将として全国的に有名です。

しかし、今に伝わる確かな資料は少なく、人気

だけが先行しているところがあります。

この展覧会は、幸村関係の各種資料を広く全

国から集めて、その人となりをしのぼうとする

ものです。
市一一一一一 回一

11. 9.16 



『
保
健
ご
よ
み
』
差
し
上
げ
ま
す

乳
幼
児
の
健
診
や
予
防
接
種
の
計
画
が
わ
か
る
『
円
年
度
保
健
ご
よ
み
』
を
差
し
上
げ
ま
す
。

市
役
所
健
康
推
進
課
、

3
支
所
(
塩
田
・
川
西
・
豊
殿
)
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ていますので体温以外は記入してお持ちください)

じ>注意事項 ①体温は会場で測定し予診票に記入して

ください。 ②治療中または経過をみている病気があ

る場合には主治医に前もって相談し、診断書または意

見書をもらってください(当日接種医が参考にして接

種の可否を決めますので接種できない場合もあります)。

③生ワクチン(風しん、おたふくかぜ等)接種後は

4週間以上、不活化ワクチン(三種混合等)接種後は

1週間以上経過してから受けてください。 ④駐車場

が狭いので対象地区以外での接種はご遠慮、ください。

1>テレホンガイドうえだ関連情報 固⑧8888コー

ドNO.500

・ポリオ予防接種[後期]日程表

E D U G H 

ド
T L A E H 

[ 健康推進課(固⑩制

4z2コ;;: 士喜j 1回目 2回目 対 象 I也 区
神川地区公民館 10月7日12月1日神)11
城南公民館 (木) (7]<) 城下

西部公民館
10月8日11月30日

西部 ・塩尻

ハ|西社会福祉 (金) (火) 川西 ・泉田
センタ-

上野がE公民館
10月12日12月7日

神科・豊殿

塩田母子センター (火) (火) 中塩田 ・東塩田 ・西塩田 ・
別所

中央公民館 10月19日12月10日東部・中央・南部・北部
川辺町会館 (火) (金) )11辺

-上田低肺友の会を開催します
肺の病気の後遺症で日常生活に支障をきたしている

皆さんと家族のためのつどいで、すO

初めてのかたもご参加くださ liO

bとき 10月 6 日(水)午後 1 時30分~3 時30分(受け

付けは 1 時15分~) 1>ところ 市役所南庁舎2階保

健センタ- 1>内容 ①総会 ②講演 『肺気腫につい

てJ(講師…鹿教湯三才山病院院長・小林俊夫さん)
③保健婦による健康相談じ〉参加料無料

子どもが成長、発達するための土台は、毎日の生活

です。あたりまえのことの中に、成長や発達を支える

・ポリオ予防接種[後期](集団接種〉 大切なことが潜んでいます。「子どもたちにとって大

~ I ① l君「月 1 日~平成11年 6 月 30 日生まれのお | 切なこと」とはなにかo いっしょに考えてみませんか?

I : :..... : J-r- i CJ...... A ri  l' I ......，..... L-J.... 4-4....... -T"  -+-J.T'T:r~ ，.，..... 4-， ~ -l.-I 1>とき 10月2日出午前10時~正午 bところ 市
五|② |平成11年5月31日以前の生まれで未接種のお子さ|
| |ん(ただし、 7歳6か月未満) | 民プラザ・ゅう じ〉内容講演「発達を阻害するもの

じ〉投与方法 6週間以上の間隔をおいて 2回飲みま と援助の方法J(講師…北九州児童相談所心理判定員
すo 1>受け付け午後 1 時30分~2 時10分 b持ち 臨床心理士・山田幸代さん) い受講料 500円

物母子健康手帳、予診票(赤ちゃん手帳の中に入つ じ>問い合わせ事務局・小池(固⑫65 6 4) 

:・余“いωvhW余外・ ・保健センター(市役所南町舎2階)

10月の乳幼児健康診査・教室
(固⑧8244)
.~、.

-上田歯科衛生専門学校特別公開セミナー

-難病・医療・生活相談会ヘ
難病患者・家族の皆さんの闘病生活上の問題を解決

し、より明るく充実した日々を過ごしていただくため

相談会を開催します。専門医師、ケースワーカ一、保

健婦が医学的な相談や医療費、年金、福祉制度等の相

談に応じます。費用は無料。お気軽にご相談ください。

bとき 10月17日(日)(受け付けは正午~午後 1時)
bところ 上田保健所 b問い合わせ・申し込み
上田保健所(圃⑫71 4 8) 

健康診査 実施日 生年月日

4か月
10月8日 11.5.16-----5 .31 
10月28日 11.6. 1 -----6 .15 

10か月
10月12日 10.11.16-----11.30 
10月22日 10.12.1-----12.15 

1歳6か月
10月7日 10.3.16-----3.31 
10月20日 10.4.1-----4.15 

3歳
10月13日 8.9.1-----9.15 
10月27日 8 . 9 .16-----9 .30 

2歳児教室
10月5日 9.7.1""'7.15 
10月19日 9.7.16""' 7 .31 

8. 8 . 1 ""' 9 .30 
9 . 7 . 1 ""' 8 .31 

11. 9 .16 [ 14 ] 

10月26日
10月14日

1>受付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・10か月児・
l 歳 6 か月児・ 3 歳児)…午後 l 時~2 時 ②2歳児教

室…午後 1 時~1 時15分[①、②とも午後零時30分以

前の受け付けはできません。1>持ち物 ①乳幼児

健康診査…母子健康手帳、健康診査票、パスタオル、

おむつ、赤ちゃん手帳、歯ブラシ(1歳6か月児)0 4 

か月・10か月・ 1歳6か月児は赤ちゃん手帳の中にあ
る健康診査票に記入してお持ちくださ liO 3歳児は、

健康診査票と視聴覚検査のアンケートをお送りします

ので、ご記入のうえ、お持ちくださ li。また、尿検査

の容器もお持ちくださ liO ②2歳児教室…母子健康

手帳、おたずね用紙、歯ブラシ、コップ、おやつ代

(実費)、おやつ用はし・スプーン・フォークなどとお皿
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夏の風物詩「上白域薪完gJ
櫓門を背に開催

能
「
安
達
原
」
か
ら

-上田市教育委員会3惨第三田上田城薪能が8月27日、 上田城跡2園櫓門前で

開催されました。上田薪能を観る合、上田市、上田市敦

賀委員会の主催で、 重要無形文化財の観世喜之師をはじ

め、第一線で活躍している能楽師たぢにより能と狂言が

上演されました。

かがりえのセとで、能舞台と櫓門の調和のとれた雰囲

気の中、 約 1，300人の観客は日本の代表的な古典芸能を

土甚員Eしました。

見逃したかたに

市制施行80周年記念

人間国宝・栗谷菊生と野村万作による

能楽座上回公演「能と狂言のタベ」を開催します
bとき 9月29日(水)午後 5時50分開場、 6時30分開演 bところ 上田市民会館じ〉演目
狂言 「萩大名」野村万作(和泉流入 能「景清J粟谷菊生(喜多流) [>鑑賞券 指定

席2，500円、自由席…一般1，000円・高校生以下500円 じ〉鑑賞券取り扱い 琴光堂、平安

堂上田庖、信州、げャスコ上田庖、上田市民会館、上田市文化会館、上田市教育委員会文化

課、[自由席のみ取り扱~¥…市内各公民館、市立博物館、信濃国分寺資料館、市立図書館、

上田市企画課] [>問い合わせ 文化課(固⑫ 51 0 2) 

能と狂言をもう一度鑑賞したいかた、

[15J 11.9.16 



市
制
施
行

ω周
年
記
念
事
業

白
ハ
nだ
ち
の
佐
む
地
峨
に
降
、

、
と
九
怠
業
績
モ
篠
し
た
人
が
い
る
の
、
だ
ろ
弓

小
中
学
校
で
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小
中
学
校
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
校
区
、
地
域

で
業
績
を
残
し
た
人
に
焦
点
を
当
て
、
研
究
、

調
査
を
す
る
「
地
域
人
物
研
究
事
業
」
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
住
む
地
域
で
、
開
発
、
発
展
の

た
め
に
尽
く
し
た
人
、
優
れ
た
伝
統
技
術
を
残

し
た
人
、
歴
史
上
の
人
物
な
ど
、
業
績
を
残
し

た
人
々
の
中
か
ら
研
究
し
た
い
人
を
選
び
、
児

童
・
生
徒
自
ら
、
そ
の
人
に
つ
い
て
調
査
、
研

究
を
し
ま
す
。
家
族
や
地
域
の
か
た
に
話
を
聞

い
た
り
、
自
分
た
ち
の
足
で
資
料
を
集
め
る
な

ど
に
よ
り
、
自
ら
学
び
、
問
題
解
決
に
向
け
て

主
体
的
、
創
造
的
に
取
り
組
む
態
度
を
育
成
し
、

さ
ら
に
郷
土
へ
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
は
、
学
校
内
で
展
示
し
た
り
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
も
発
表
す
る
な
ど
の
場
を
設
け

ま
す
。
そ
し
て
、
円
月
7
日
の
市
制
施
行

ω周

年
記
念
式
典
に
は
、
全
小
中
学
校
の
研
究
成
果

を
市
民
会
館
ホ
ー
ル
に
展
示
し
ま
す
。

「
地
域
人
物
研
究
事
業
」
塩
尻
小
学
校
の
取
り
組
み

4
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地域のかたに話を聞きます

塩
尻
小
学
校
で
は

2
年
前
か
ら

「
ふ
る
さ
と
学
習
」
を
進
め
て
い
ま

立

す。

6
月
に
は
、
上
田
市
誌
編
さ
ん

委
員
の
か
た
の
お
話
を
聞
き
、
そ
の

お
話
の
中
に
出
て
き
た
、
塩
尻
地
区

，
で
盛
ん
で
あ
っ
た
蚕
種
製
造
業
に
焦

点
を
当
て
、
養
蚕
製
糸
業
の
普
及
に

貢
献
し
た
人
々
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
す
。6
年
生
を
中
心
に
取
り
組
み
、
校

内
に
あ
る
郷
土
資
料
室
を
利
用
し
た

り
、
地
域
に
出
か
け
て
の
調
査
な
ど

を
し
て
、
そ
の
成
果
は
日
月
の
参
観

日
な
ど
で
発
表
す
る
予
定
で
す
。

学校名 ァーマ
-石井鶴=の生き方

清明小学校 -伝統工芸を支えている人々

-真田氏について

東小学校 -蚕糸業の発展に尽くした人々

西小学校
-小松姫について

-山極勝=郎について

北小学校
-和算家竹内善吾について

-小河滋次郎について

城下小学校 -上田市初代市長細川吉次郎について

-蚕種製造業に焦点、を当て、養蚕製糸業の

塩尻小学校
普及に貢献した人々の業績を学ぶ

「塚田与右衛門Jr藤本善右衛門Jr清水
金左衛門」

川辺小学校 -校歌作詞者山浦貫ーについて

神川小学校 -山本鼎と農民美術に焦点を当てて

神科小学校 -倉田白羊と神科のかかわり

豊殿小学校
-学校づくりや地域の発展(;:貢献した金子

行徳について

東塩田小学校 -ため池を作った人々など

中塩田小学校 -中塩田の蚕糸業を支えた人々

塩田西小学校 -北条氏=代(義政・国時・俊時)

浦里小学校 -浦里小学校校門前の石碑の人(宮下周)

川西小学校 -伝統的な技術を生かした人々

南小学校
-上I田百原合戦(;:関係のある人物
板信方など

第一中学校 -地域の達人に学ぶ

第二中学校 -赤松小=郎とその生き方

第二中学校 -山極勝=郎について

第四中学校
-郷土で産業を興した人々

-先輩を訪ねて

第五中学校 -郷土の偉人「渡辺平和」

塩田中学校 -塩田の偉人

-郷土の発展に貢献した人々の知恵と工夫

第六中学校 を学ぶ

郷土の名工「後藤清次郎」について

• r地域人物研究事業」学校別テーマ



幻
世
紀
を
考
え
る
全
国
青
少
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

信
州
上
回
大
会
参
加
者
募
集
/

幻
世
紀
を
目
前
に
し
、
上
田
市
制

施
行

ω周
年
の
こ
の
年
、
か
つ
て

「
上
田
自
由
大
学
」
が
創
設
さ
れ
た

こ
の
地
に
、
全
国
か
ら
青
少
年
育
成

者
や
ま
ち
。
つ
く
り
に
関
心
の
あ
る
皆

さ
ん
を
お
迎
え
し
、
も
う
一
度
、
青

年
(
住
民
)
が
自
ら
の
心
で
、
自
ら

の
ま
ち
の
こ
と
を
思
い
、
地
域
に
対

し
て
の
か
か
わ
り
方
を
考
え
る
機
会

と
す
る
た
め
上
田
で
全
国
青
少
年
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
そ
し

て
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
れ
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

テーマ
D
E
S
C
O
V
E
R

L
O
C
A
L
 

5
再
発
見
「
地
球
、
地
域
、
自
分
:
・
」

5

誰
が
す
る
の
ま
ち
づ
く
り
、
誰
の
た

め
に
す
る
の
ま
ち
づ
く
り
、
ど
ー
や
っ

て
す
る
の
ま
ち
づ
く
り

7月24日・ 25日に行った「全国キー
パ ソンの会信州上田大会」

ー

開

催

時

期

日
月
初
日
出

i
u
月

1
日
開

(
た
だ
し
、
日
月
1
日
仰
は
、
ま
ち

づ
く
り
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア

l
)

2

主
催

日
本
都
市
青
年
会
議

幻
世
紀
を
考
え
る
全
国
青
少
年
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
信
州
上
田
実
行
委
員
会

3

後
援

文
部
省
、
総
務
庁
、
長
野
県
、
長

野
県
教
育
委
員
会
ほ
か

4

参
加
対
象
者

同
歳
以
上
の
か
た
な
ら
ど
な
た
で

も
(
高
校
生
も
大
歓
迎
)

5

会
場

信
州
大
学
繊
維
学
部

6

参
加
費

A
0
0
0
円
(
昼
食
l
回
、
資
料

代
)
た
だ
し
、
日
歳
以
下
の
か
た
は

1
日
1
0
0
0
円

そ
の
他
、
交
流
会
費

3
0
0
0
円

7

内
容

山
「
信
州
発
・
幻
世
紀
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
|
子
供
を
と
り

ま
く
環
境
と
共
同
学
習
1

」
と
題
し
、

長
島
伸
一
さ
ん
・
塚
原
成
幸
さ
ん
・

福
永
一
美
さ
ん
ら
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ω刊
の
分
科
会
で
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
。
ハ
ネ
ラ
!
の
他
に
、

異
世
代
聞
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
と
り
方
と
し
て
岩
下
郁
子
さ
ん
。

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
で
は
十
勇
士
ク
ラ

ブ
の
皆
さ
ん
。
環
境
問
題
は
滝
沢
恵

一
さ
ん
。
人
守つ
く
り
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
は
服
部
玲
子
さ
ん
・
久
田

邦
明
さ
ん
。
遊
び
と
祭
り
で
は
益
子

輝
之
さ
ん
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
丸

田
藤
子
さ
ん
。
そ
し
て
「
あ
な
た
、

生
き
る
資
格
が
あ
り
ま
す
か
」
で
は

窪
島
誠
一
郎
さ
ん
。
こ
の
よ
う
に
実

践
者
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
お
迎
え
し
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
法
な
ど
を
取
り

入
れ
、
参
加
者
の
自
由
な
意
見
交
換

を
中
心
に
進
め
ま
す
。

8

詳
細
・
申
込
締
切

市
内
公
民
館
等
に
あ
る
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申

し
込
み
は
日
月

8
日
働
ま
で
。

9

問
い
合
わ
せ
先

実
行
委
員
会
事
務
局
長
・
宮
原
薫

(
困
⑩
1
1
4
4
)
ま
た
は
教
育
委
員

会
生
涯
学
習
課
(
固
⑫

5
1
0
3
)

※
な
お
、
実
行
委
員
が
手
作
リ
で
進
め
て

い
ま
す
。
十
代
の
若
者
か
ら
、
王
婦
の
か
た

ま
で
様
々
な
か
た
が
集
ま
っ
て
毎
週
、
会

議
や
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
大
会
当
日

だ
け
の
お
手
伝
い
も
歓
迎
で
す
。
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
上
の
写

真
は
こ
の
実
行
委
員
会
で
行
っ
た
「
〈
王
国

キ
l
パ
l
ソ
ン
の
会
信
州
上
田
大
会
」
の

模
様
で
す
。

鼎シリーズNo.3

歯
学
生
山
本
鼎

|
石
井
鶴
三
と
の
友
情
|

山
本
鼎
の
数
多
い
芸
術
仲
間
の
内

で
も
、
石
井
柏
亭
・
鶴
三
兄
弟
と
の

親
交
は
、
鼎
が
凶
代
の
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
、
石
井
家
に
鼎
が
下
宿
す
る
な

ど
家
族
ぐ
る
み
の
付
き
合
い
に
ま
で

及
び
ま
す
。

柏
亭
は
1
8
8
2年
(
明
治
日
年
)
、

鶴
三
は
1
8
8
7
年
(
明
治
初
年
)

東
京
市
下
谷
区
仲
御
徒
町
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
祖
父
・
父
親
が
画
家
で
あ

り、

二
人
と
も
幼
い
こ
ろ
か
ら
美
術

に
親
し
む
家
庭
環
境
で
育
ち
ま
す
。

鼎
が
柏
亭
と
出
会
っ
た
の
は
、
木
版

工
房
の
年
季
奉
公
を
終
え
、
東
京
美

術
学
校
西
洋
画
科
を
目
指
し
て
本
格

的
に
絵
の
勉
強
を
始
め
た
こ
ろ
で
す
。

鼎
は
柏
亭
と
洋
画
研
究
団
体
・
紫
澗

会
で
腕
を
磨
き
合
い
、
鼎
が
明
治
お

年
、
柏
亭
は
明
治
幻
年
に
共
に
東
京

美
術
学
校
西
洋
画
科
へ
の
入
学
を
遂

げ
て
い
ま
す
。

紫
澗
会

で
出
か
け

た
写
生
旅

行
で
鼎
は
、

穏
や
か
な

春
の
房
州

を
描
い
て

い
ま
す
。

水彩(1904)御宿風景

• 
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砂
浜
へ
寄
せ
て
は
返
す
白
い
波
線
、

彼
方
ま
で
広
が
る
空
と
海
を
じ
っ
と

見
つ
め
る
青
年
鼎
の
表
情
が
し
の
ば

れ
ま
す
。

石
井
鶴
三
も
明
治
犯
年
、
美
術
学

校
の
彫
刻
科
に
入
学
し
ま
す
。
苦
学

生
だ
っ
た
鼎
と
鶴
三
は
、
ア
ル
バ
イ

ト
と
し
て
漫
画
雑
誌
『
東
京
パ
ッ
ク
』

の
記
事
を
描
き
学
費
を
稼
ぎ
ま
す
。

ま
た
信
州
を
旅
し
、
い
っ
し
ょ
に
浅

間
山
に
登

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
時
、
鶴
三
は
山
岳
の
魅
力
に
取

り
付
か
れ
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
以

後
も
山
と
自
然
へ
の
敬
愛
を
込
め
た

作
品
を
い
く
つ
も
制
作
し
ま
す
。

鶴
三
は
偉
大
な
彫
刻
家
で
あ
り
、

鼎
と
同
様
マ
ル
チ
な
芸
術
家
で
す
。

版
画
、
絵
画
、
小
説
の
挿
絵
を
手
が

け
る

一
方
、
大
正
日
年
か
ら
昭
和
必

年
ま
で
計
必
回
に
わ
た
り
、
指
導
者

と
し
て
上
回
の
彫
塑
研
究
会
で
美
術

教
育
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

鼎
と
鶴
三
の
芸
術
家
と
し
て
の
道

は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
が
、
幅
広

い
芸
術
活
動
を
通
し
て
す
ば
ら
し
い

作
品
を
残
し
た
こ
と
、
ま
た
上
田
で

美
術
教
育
に
貢
献
し
た
そ
の
偉
業
は

決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ

，つ。

11. 9 .16 
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し
び
掴
ま
辺
や館

仏
書
例
図
成一動
制一移

図書館から遠し、かたのために移動図書館「やまびこ号」が巡回してい

ます。時間が若干変更になっていますので、お間違えのないようお願い

しますO 広域ネットワーク・エコールで、多くの本の中から読みたい本

の予約やリクエストができますO エコール内の図書館で借りた本を「や

まびこ号」へ返すことができます。また、「やまびこ号」で借りた本を

エコール内の図書館に返すことができます。
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)ノ

--d
街
じ
ゅ
う
博
覧
会
「
学
校
の
宝
物
展
」
開
催

い
.
小
中
学
校
に
は
、
学
校
に
伝
わ
る
郷
土
ゆ
か
り
の
優
れ
た
芸
術
家
や
著

カ
名
人
の
作
品
、
文
化
の
豊
か
さ
を
語
る
品
々
、
郷
土
の
古
代
を
知
る
出
土

-
つ
品
、
学
校
の
今
昔
を
知
る
写
真
な
ど
、
そ
の
学
校
の
歴
史
と
伝
統
を
物
語

.
る
貴
重
な
作
品
や
資
料
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

，hτ

そ
れ
ら
の
学
校
所
蔵
品
を
広
く
大
勢
の
皆
さ
ん
に
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
、

也
市
内
小
中
学
校
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
「
学
校
の
宝
物
展
」
を

-，
b

開
催
し
ま
す
。
展
示
は
、
各
中
学
校
の
文
化
祭
に
あ
わ
せ
て
行
い
、
各
中

ィ
、
学
校
区
ご
と
に
小
中
学
校
の
宝
物
を
持
ち
寄
り
展
示
し
ま
す
。

昨
的
程
一
d

b
四
品
目
段

-a'

・・・a
・冒・a
，

，

a

帽'
-
E
 

ト
吻
物
枝
、
j

b
G
宝
埠
オ

わ
野
町
em町
議
会場・開催日 展示する学校

第一中学校 第一中学校

10月1日(金) 東小学校
2日出 神川小学校

第二中学校 第二中学校

9月21日(火) 清明小学校
22日(水) 塩尻小学校

第三中学校 第三中学校

9月24日(金) 西小学校
25日(土) 北小学校

第四中学校 第四中学校

10月1日(甜 城下小学校
2日(土) 南小学校

第五中学校 第五中学校

10月1日(劃 神科小学校
2日(:t) 豊殿小学校

塩田中学校
塩田中学校

東塩田小学校
10月1日(金)

中塩田小学校
2日(士)
塩田西小学校

第六中学校
第六中学校

9月24日(金)
川辺小学校

25日(:t)
浦里小学校

川|西小学校

-8月
定
例
会

8
月
5
日
制
開
催
し
た

8
月
定
例

会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で

す。
審
議
事
項

一
上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会

委
員
の
任
命
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う
日
人
の
委
員

の
任
命
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

マ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
委
員

(
印
音
順
・
敬
称
略
)

伊
藤
勝
虞
(
上
田
教
育
事
務
所
)

犬
飼
己
紀
子
(
上
田
女
子
短
期
大
学
)

義
明
(
上
田
市
体
育
指
導
委

口貝ム一
A

)

柄

沢

荘

一

(
上
田
市
議
会
)

高
野
邦
紀
(
高
等
学
校
校
長
会
)

高
野
利
一
郎
(
上
田
市
医
師
会
)

田
辺
昭
夫
(
上
田
市
体
育
協
会
)

成
津
秀
敏
(
上
田
市
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
)

樋
口
輝
夫
(
一
般
公
募
・
会
社
員
)

松
村
浄
(
小
中
学
校
校
長
会
)

二
家
庭
の
教
育
力
の
活
性
化
に
つ

い
て中
央
教
育
審
議
会
「
幼
児
期
か

ら
の
心
の
教
育
の
在
り
方
に
つ
い

て
」
答
申
の
「
も
う
一
度
家
庭
を

見
直
そ
う
」
と
い
う
提
言
に
対
し

て
、
教
育
委
員
会
の
対
応
等
を
協

議
し
ま
し
た
。

大
口

¥
 『
上
田
市
誌
』
編
さ
ん
だ
よ
り
⑭

『
上
田
市
誌
』
の
発
刊
に
つ
い
て

市
誌
編
さ
ん
室

(干

3
8
6
1
0
0
2
5
上
田
市
天
神
2
1
4
1
8
、

固
因
③
9
7
4
1
)

こ
の
た
び
は
、
『
上
田
市
誌
』
に
多
く
の
か
た
か
ら
ご

予
約
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
『上

田
市
誌
』
の
配
本
と
代
金
の
お
支
払
い
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

一
配
本
に
つ
い
て

1

直
接
『
上
田
市
誌
』
を
受
け
取
ら
れ
る
か
た

事
前
に
郵
送
で
お
渡
し
す
る
『
上
田
市
誌
』
引

換
券
を
持
参
の
う
え
、
各
受
け
渡
し
場
所
で
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。
受
け
渡
し
期
間
は
、
受
け
渡

し
場
所
の
施
設
の
開
館
時
間
と
し
、

2
週
間
程
度

の
予
定
で
す
。

2

送
本
で
『
上
田
市
誌
』
を
受
け
取
ら
れ
る
か
た

送
料
は
、
『
上
田
市
誌
』
の
代
金
と
は
別
に
、

実
費

(
1
回

約

8
0
0
円
)
を
い
た
だ
き
ま
す
。

代
金
の
お
支
払
い
に
つ
い
て

一
括
払
い
と
分
割
払
い
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
お
支
払
い
方
法
で
も
、
『
上
田
市
誌
』

と
一
緒
に
お
渡
し
す
る
納
入
通
知
書
に
よ
り
、
代

金
(
十
送
料
)
を
上
田
市
の
指
定
金
融
機
関
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

一
括
払
い

最
初
に
『
上
田
市
誌
』
を
受
け
取
ら
れ
た
年
度

に
、
代
金
(
+
送
料
)
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

分
割
払
い
は
、
ご
予
約
の
内
容
に
よ
っ
て
、
次
の

2 

①
と
②
の
お
支
払
い
方
法
に
分
か
れ
ま
す
。

①
『
上
田
市
誌
』
全
訂
冊
を
セ
ッ
ト
で
予
約
さ
れ

た
か
た

[ 19 ] 

9
0
0
0
円
×
セ
ッ
ト
数
(
+
送
料
)
を
平
成

日
年
度
か
ら
平
成
日
年
度
ま
で
、
毎
年
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。

②
『
上
田
市
誌
』
を
編
ご
と
、
あ
る
い
は
セ
ッ
ト

に
加
え
て
編
を
予
約
さ
れ
た
か
た

年
度
ご
と
に
、
受
け
取
ら
れ
た
本
の
代
金
(
+

送
料
)
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

-
『
上
田
市
誌
』
を
ま
だ
予
約
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
、

至
急
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
『
上
田
市
誌
』
の
特
長

・
読
み
や
す
く
、
分
か
り
ゃ
す
い
、

「
・
:
で
す
。
:
・
ま
す
。
」
文
体
で
す
0

.
写
真
や
図
面
を
多
く
使
い
ま
し
た
。

・
一
冊

一
冊
が
う
す
く
、
も
ち
や
す
い
、
ソ
フ
ト
な
表

紙
、
テ
l
マ
別
に
題
名
を
つ
け
た
全
出
冊
の
構
成
で

す。-m世
紀
ま
で
の
上
田
市
を
っ
た
え
る
集
大
成
で
す
。

※
『
上
田
市
誌
』
の
代
金

・
全
訂
冊
の
セ
ッ
ト
、

4
5
0
0
0
円
で
す
。

年、

9
0
0
0
円
の
分
割
払
い
も
で
き
ま
す
0

.
送
本
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

送
料

(
1
回

約

8
0
0
円
)
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
新
し
い
文
化
創
造
の
書
と
し
て
、

一
家
に
ひ
と
つ
ご
購

入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
な
お
、
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
市
誌
編
さ
ん

室
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

第

一
回
配
本
平
成
日
年
日
月

・
自
然
編
「
上
田
の
気
象
と
川
や
湖
」

・
文
化
財
編
「
上
田
市
の
文
化
財
」

・
別
巻
2

「
図
で
見
る
街
や
村
の
う
つ
り
か
わ
り
」

11. 9 .16 



今月の投稿数
短歌・ 135首、俳句・ 145旬

川柳・ 111旬、計・ 391作品

投稿先/干386-0025上田市天神 2-4 -74 

上田市教育委員会「教育うえだ」係

投稿方法/はがきに短歌・俳句・川柳の別

を明記し、氏名・自治会名をご記入のうえ

毎月18日までに投かんしてくださ liO

宮
崎

盛
登
選

石

神

・関

清

人

見
納
め
の
決
も
油
れ
て
火
葬
場
の
窓
辺

さ

み

だ

れ

に
寒
く
五
月
雨
の
降
る

築

地

倉

津

昭

夫

木
下
関
修
那
羅
石
体
諸
づ
れ
ば
都
忘
れ

の
咲
き
乱
れ
を
り
福

田

鈴

木

昌

尚

戦
敗
れ
玉
音
放
送
聞
き
し
後
は
工
場
の

ベ
ル
ト
空
し
く
延
り
ゐ
き

凪
門

wlu
御

所

宮

本

常

雄

薪
能
の
か
が
り
火
に
浮
く
井
・
局
い
に
し

え
人
の
心
を
偲
ぶ
中

組

山

寺

勝

世

タ
ぐ
れ
て
ひ
ぐ
ら
し
の
鳴
く
墓
処
七
七

忌
の
夫
に
香
焚
く
材

木

町

大

谷

文

子

く

ろ

じ

ゅ

す

窯
綾
子
に
あ
ざ
み
描
き
し
帯
見
つ
け
決

断
の
鉄
入
れ
て
額
に
す

須

川

手

塚

喜

代

子

点
滴
に
ひ
と
き
わ
老
い
し
姉
の
手
を
強

く
に
ぎ
り
て
別
れ
求
に
け
り

緑

が

丘

津

林

清

司

亡
さ
母
が
二
人
で
着
む
と
縫
ひ
置
さ
し

そ
ろ
ひ
の
裕
、
衣
夏
の
日
に
干
す

中

野

藤

津

四

四

郎

大
手
術
あ
と
を
養
ふ
病
室
に
秋
、
三
つ
風

行
圃
・
上
田
市
(
〒
3
8
6
1
8
6
0
1
長
野
県
上
田
市
大
手
1
l
n
l
叩
)

発
-
・
上
田
市
教
育
委
員
会
(
一
T
3
8
6
1
0
0
2
5
上
田
市
天
神
2
1
4
l
M
)

の
窓
を
入
り
永
る
下

郷

戸

兵

和

人

廃
校
の
庭
羊
え
り
球
児
等
の
日
焼
け
せ

し
顔
忠
ひ
た
だ
ず
む
川

辺

町

内

田

辰

雄

い
た
つ
き
に
苦
し
み
吋
、
え
て
半
世
紀
励

ま
し
令
い
求
し
戦
友
の
ま
た
逆
く

築

地

井

上

奈

良

子

難
病
の
交
流
会
に
参
加
し
て
励
ま
し
令

み
ち
の
。

い
ぬ
長
さ
道
程

長

島

松

井

律

子

夏
す
ぎ
て
黄
昏
色
に
暮
れ
し
づ
み
秋
虫

の
声
夢
に
ひ
び
き
求
愛

宕

町

中

井

比

奈

江

体
調
を
崩
し
ゐ
る
夕
べ
の
茜
雲
流
る
方

を
し
み
じ
み
と
追
ふ
新

田

酒

井

朗

ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
恭
布
の
飛
沫
身
に
裕
び
て

遊
覧
船
は
歓
声
に
満
つ

(
評
)
戦
後
五
十
余
年
な
お
終
戦
の
八
月
に

か
か
わ
る
作
品
が
感
動
を
呼
び
ま
す
。

選
者
詠

眼
の
下
の
ダ
ム
湖
は
碧
く
し
づ
も
り
で

め
ぐ
る
山
々
の
紅
#
京
映
ゆ
るf~~ 

伺

矢
島

渚
男
選

愛

宕

町

山

崎

竹
林
を
淡
く
照
ら
し
て
飛
ぶ
接

九
月

集
園
田
園
秘
書
課
(
固
@
4
1
0
0
岡
窃
5
1
1
1
)

編
圃
園
田
庶
務
課
(
固
@
5
1
0
0
岡
③
6
7
6
1
)

大

屋

日

野

和

子

の
う
ぜ
ん
の
花
池
上
に
も
咲
き
し
ご
と

北

大

手

中

曽

根

和

夫

墨
汁
の
ね
ば
り
平
め
る
炎
暑
か
な

下

青

木

関

老
猫
の
行
方
不
明
や
秋
、
工
ち
ぬ

日
間
凶
凹

林
平

常

磐

町

白

鳥

つ

な

よ
く
・
鳴
い
て
客
を
呼
び
込
む
き
り
ぎ
り

す

小

泉

木

村

土
用
灸
頭
に
受
け
る
読
経
か
な

み
す
ず
台
北
斉
藤
や
す
子

大
部
屋
に
患
者
一
人
や
遠
花
火

築

地

倉

津

昭

夫

こ
の
頃
の
銘
菓
小
さ
し
夏
布
団

上

常

国

大

森

松

枝

顔
の
汗
眼
鏡
は
ず
し
て
し
ま
い
け
り

新

町

青

島

喜

美

江

夏
木
之
友
の
欠
け
た
る
け
だ
る
さ
よ

常

入

馬

場

勇

子

月
見
羊
雨
降
ら
ぬ
こ
と
告
げ
て
お
り

神

畑

宮

入

志

づ

え

感
動
の
一
夜
残
し
て
月
下
美
人

保

野

清

水

ゆ

き

子

雨
激
し
花
火
の
二
三
鳴
り
し
の
み

丸

堀

長

谷

川

貢

ゅ
う
す
げ
を
写
し
て
今
年
の
夏
然
、
る

緑

が

丘

北

畑

和

人

動
く
と
も
な
く
移
り
ゆ
く
雲
は
秋

選
者
詠

小
町
羊
石
屋
が
石
に
固
ま
れ
て

シ
モ

川
柳

11. 9 .16 [20] 

山
崎

鮮
紅
選

阿
川
出

岩

下

松

本

要

仮
装
に
も
世
相
が
混
じ
る
踊
り
の
輪

長

島

小

池

友

幸

ご
無
沙
汰
を
詫
び
て
主
治
医
に
褒
め
ら

れ
る

新

田

松

井

高
齢
化
介
護
保
険
に
託
す
夢

囚
門
凶
門

正
信

馬

場

町

武

井

宏

雄

子
ら
巣
、
三
ち
残
る
は
椅
子
と
机
だ
け

笹

井

小

市

修

一

そ
れ
も
愛
小
言
の
多
い
妻
が
居
て

上

川

原

柳

町

戸

田

愛

子

百
円
で
買
っ
た
涼
し
さ
友
と
分
け

愛

宕

町

山

崎

九

月

旅
に
出
て
嫁
の
料
理
の
良
さ
を
知
り

下

之

郷

工

藤

文

枝

か
な
づ
ち
も
泳
い
で
見
た
い
こ
の
暑
さ

八

木

沢

池

田

芳

正

肩
書
の
捨
て
石
角
が
九
く
な
り

丸

堀

荻

野

ま

つ

江

初
と
り
の
ト
マ
ト
我
が
児
を
抱
く
心
比

西

脇

中

沢

希

余

盆
踊
り
仮
装
を
競
う
嫁
姑

選
者
詠

手
花
火
の
子
等
退
け
虫
の
夜
と
な
り
ぬ

刷
-
・
田
辺
印
制
側

印
圃
(
上
田
市
問
屋
町
2
3
7
1
5
固
@
1
4
9
2
)


